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江
戸
後
期
に
お
け
る
儒
学
テ
ク
ス
ト
読
解
の
作
法

─
─
「
練
熟
」「
組
織
セ
ル
念
慮
」
の
醸
成
装
置
と
し
て
─
─

竹　

村　

英　

二

は
じ
め
に

　

近
代
日
本
の
知
識
層
に
お
け
る
知
的
基
盤
と
し
て
儒
学
／
漢
学
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
分
野
の
研
究
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ（

1
）るが
、

と
く
に
江
戸
後
期
以
降
の
儒
学
の
学
習
過〈

†
〉程で
実
践
さ
れ
た
「
素
読
」
の
重
要

性
に
つ
い
て
、
Ｒ
・
シ
ャ
ル
チ
ェ
、
Ｆ
・
リ
ン
ガ
ー
な
ど
の
提
唱
す
る
近
代
知

性
と
読
書
人
論
な
ど
を
援
用
し
、
明
治
知
識
層
の
学
習
過
程
に
関
す
る
回
想
な

ど
と
相
関
さ
せ
な
が
ら
指
摘
し
た
の
が
中
村
春
作
で
あ（

2
）る。
素
読
の
効
用
に
つ

い
て
は
も
と
よ
り
異
論
の
余
地
は
な
い
が
、
本
稿
で
は
さ
ら
に
、
素
読
も
含
め

た
近
世
の
儒
学
学
習
過
程
の
諸
相
に
注
意
を
払
い
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
教

育
施
策
の
諸
々
が
、
い
か
な
る
効
用
を
も
た
ら
し
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

　

特
定
の
専
門
儒
者
で
は
な
く
、
あ
る
一
定
の
人
口
層
に
お
い
て
幕
末
ま
で
に

醸
成
さ
れ
た
「
知
的
基
盤
」、
或
は
「
共
有
さ
れ
て
い
る
知
的
習
慣
」
と
そ
の

「
集
合
的
意（

3
）味」

の
考
察
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
有
効
だ
ろ
う
か
。
歴
史

社
会
学
的
研
究
の
多
く
は
、
一
定
の
人
口
層
に
お
い
て
「
慣
習
・
制
度
に
よ
り

恒
久
化
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
〝
隠
然
た
る
〟
知
的
習
（
4
）慣」
へ
の
注
意
を
促
す

も
、
学
習
過
程
の
諸
側
面
の
詳
細
な
実
証
的
考
察
を
伴
わ
な
い
も
の
が
多
い
印

象
を
う
け（

5
）る。

一
方
、
日
本
教
育
史
の
研
究
に
、
藩
学
、
郷
学
の
教
育
制
度
、

学
規
な
ど
を
考
察
し
、
こ
れ
ら
の
教
育
機
関
に
お
け
る
学
習
課〈

†
〉程、

と
り
わ
け

儒
学
学
習
の
実
際
に
お
け
る
素
読
、
聴
講
学
習
、
会
業
（
会
読
）、
試
業
お
の

お
の
の
実
相
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
が
あ（

6
）る。
と
り
わ
け
武
田
勘
治
の

研
究
は
、
醸
成
さ
れ
た
知
的
習
慣
の
特
定
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
聴
講
学
習
、

具
体
的
に
は
「
下
見
」「
聴
講
・
聞
書
」、
さ
ら
に
は
「
返
り
視
」
即
ち
復
習
、

質
講
と
い
っ
た
、
習
熟
を
十
全
た
る
も
の
と
す
る
た
め
の
細
か
い
学
習
手
法
の

考
察
に
傾
注
す（

7
）る。
翻
っ
て
は
学
習
課
程
の
一
つ
で
あ
る
会
読
に
水
平
的
討
論
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機
会
の
萌
芽
を
認
め
、
幕
末
の
処
士
横
議
、
さ
ら
に
は
明
治
の
自
由
民
権
の
議

論
の
下
地
と
な
っ
た
可
能
性
を
見
い
だ
す
研
究
も
あ（

8
）る。

　

し
か
し
、
教
育
史
研
究
の
多
く
は
、
藩
学
教
育
の
培
っ
た
共
有
の
知
的
習
慣

の
、
後
世
に
有
用
な
知
的
基
盤
と
し
て
の
意
味
づ
け
が
一
面
的
に
お
わ
っ
て
い

る
傾
向
が
あ（

9
）り、

ま
た
、
儒
学
諸
学
派
の
思
想
的
差
異
、
特
徴
に
関
す
る
専
門

研
究
の
知
見
に
も
あ
ま
り
注
意
を
払
わ
ず
、
結
果
、
ど
の
学
派
の
思
想
的
、
学

問
方
法
的
特
徴
が
、
ど
の
よ
う
に
教
育
過
程
に
影
響
し
た
か
等
の
記
述
に
お
い

て
雑
駁
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
も
否
め
な（

10
）い。

一
定
の
人
口
層
に
お
け
る

「〝
隠
然
た
る
〟
知
的
習
慣
」
を
考
え
る
に
は
、
右
に
挙
げ
た
教
育
制
度
・
規
則

に
関
す
る
諸
研
究
の
成
果
も
適
宜
勘
案
し
な
が
ら
、
学
習
者
が

0

0

0

0

、
何
を
0

0

、
ど
う
0

0

学
習
す
べ
き
か

0

0

0

0

0

0

に
つ
い
て
具
体
的
に
語
る
史
料
の
綿
密
な
考
察
を
行
い
、
そ
の

上
で
有
効
な
方
法
的
枠
組
を
も
っ
て
史
料
を
照
射
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。
本
稿
は
、
歴
史
社
会
学
的
教
育
史
の
多
く
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
思
想
史

外
在
的
な
方
法
を
〝
下
敷
き
〟
に
史
実
・
史
料
を
読
み
解
く
こ
と
を
目
指
す
も

の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
史
料
に
則
し
て
の
考
察
を
主
と
す
る
が
、
そ
の
上

で
、
然
る
べ
き
知
見
、
視
角
を
も
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
知
的
習
慣
が
醸
成
さ
れ

た
か
を
読
み
解
く
こ
と
も
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
ま
ず
、〔
１
〕
下
見
、
講
釈
、
輪
講
、
後
見
と
い
っ

た
学
習
課
程
に
お
け
る
学
習
の
仕
方
を
事
細
か
に
論
じ
た
書
を
、
先
行
研
究
に

も
鑑
み
な
が
ら
検
討
し
、
そ
の
上
で
〔
２
〕「
被
」
教
育
者
の
か
よ
う
な
学
習

課
程
に
つ
い
て
の
記
述
を
検
討
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
企
図
さ
れ
た
学
習
方
法
が

ど
の
程
度
実
践
さ
れ
、
そ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
方
向
0

0

の
知
力
、
知
的
習
慣
0

0

の
醸

成
に
寄
与
し
た
か
を
検
証
す
る
。
さ
ら
に
、〔
３
〕
儒
学
学
習
の
方
法
は
幕
末

─
明
治
初
期
の
英
学
学
習
の
課
程
に
も
大
い
に
反
映
さ
れ
て
お（

11
）り、

平
沼
淑
郎

が
洋
学
の
学
習
過
程
は
「
漢
學
修
習
の
遺
風
」
で
あ
っ
た
と
す
る
（
第
三
節
に

て
考
察
）
の
も
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う
が
、
漢
学
学
習
の
ど
の
よ
う
な
側
面
が
洋

学
学
習
に
継
承
さ
れ
、
そ
れ
が
い
か
な
る
知
的
基
盤
の
醸
成
に
寄
与
し
た
か
に

つ
い
て
も
考
察
す
る
。

　

歴
史
と
い
う
分
野
に
お
け
る
教
育
過
程
の
実
際
の
考
察
は
、
資
料
的
な
制
約

を
伴
う
。
即
ち
、
教
育
学
研
究
に
お
け
る
教
育
実
習
調
査
に
あ
た
る
検
証
作
業

は
不
可
能
で
あ
る
し
、
藩
学
、
郷
学
の
教
育
制
度
、
学
規
の
記
述
を
、『
日
本

教
育
史
資
料
』
の
記
述
あ
た
り
か
ら
拾
う
作
業
も
、「〝
隠
然
た
る
〟
知
的
習

慣
」
の
形
成
要
素
の
一
側
面
の
特
定
に
の
み
有
効
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
一

方
、
江
戸
中
─
後
期
の
学
習
過
程
の
実
相
を
呈
示
あ
る
い
は
示
唆
す
る
史
料
が

存
在
す
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
と
り
わ
け
特
記
す
べ
き
も
の
に
、
布
施
維
安

（
蟹
養
斎
）『
読
書
路
〈
§
〉径』、
平
山
潜
兵
『
実
用
館
讀
〈
§
〉例』、
古
賀
侗
庵
『
讀
書

矩
』、
林
述
斎
（
撰
）
佐
藤
一
斎
（
編
）『
初
学
課
業
次
第
』、
市
野
迷
庵
『
讀

書
指
南
』、
平
賀
晋
民
（
撰
）『
学
問
捷
径
』、
江
村
北
海
『
授
業
編
』、
鈴
木
善

教
『
經
世
学
論
』、
田
中
知
周
『
讀
書
準
縄
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ（

12
）う。
そ
の

中
で
も
、
ど
の
書
を
、
ど
う
読
む
べ
き
か
を
事
細
か
に
指
南
す
る
の
は
『
讀
書

準
縄
』『
学
問
捷
径
』『
授
業
編
』
で
あ
る
。
と
り
わ
け
崎
門
儒
者
で
上
州
伊
勢

崎
藩
儒
で
あ
っ
た
田
中
知
周
（
一
七
四
四
─
一
八
二
三
、
浦
野
神
村
）
に
よ
る
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『
讀
書
準
縄
』（
一
八
一
三
）
は
、
聴
講
前
の
予
習
（
下
見
）
の
仕
方
、
聴
講
時

の
聞
き
取
り
に
お
け
る
要
点
の
押
さ
え
方
に
つ
い
て
、
大
枠
の
方
法
か
ら
注
意

点
の
微
細
ま
で
記
し
、
復
習
（
返
り
視
）、
質
問
（
質
講
）、
さ
ら
に
は
講
釈
の

仕
方
な
ど
に
つ
い
て
も
細
か
く
指
南
す
る
。
江
村
北
海
（
一
七
一
三
─
八
八
）

に
よ
る
『
授
業
編
』（
一
七
八
三
）
は
、
こ
れ
に
比
す
れ
ば
大
雑
把
で
は
あ
る

が
、
受
講
、
復
習
の
要
点
を
綴
る
。
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
は
武
田
勘
治
、
石
川

謙
ら
の
教
育
過
程
に
関
す
る
諸
研
究
（
註
（
６
）、（
９
）
の
文
献
参
照
）
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

一　

田
中
知
周
（
述
）『
讀
書
準
縄
』

　

山
崎
闇
斎
を
始
祖
と
す
る
崎
門
派
の
厳
格
な
学
習
方
法
は
夙
に
有
名
で
あ
る

が
、
そ
こ
で
の
講
学
の
実
際
に
お
け
る
学
習
方
法
に
つ
い
て
綴
っ
た
の
が
『
讀

書
準
縄
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
上
州
伊
勢
崎
藩
藩
儒
を
つ
と
め
た
田
中
知
周
の

口
述
を
門
人
宮
崎
有
成
が
刊
行
（
梓
行
）
し
た
も
の
。
田
中
は
村
士
玉
水
に
学

び
、
藩
校
学
習
堂
教
授
を
つ
と
め
た
人
物
で
あ
る
。
村
士
は
崎
門
三
傑
の
一
、

佐
藤
直
方
に
師
事
し
た
稲
葉
迂
斎
の
弟
子
で
、
伊
勢
崎
藩
儒
で
あ
る
。
慶
應
義

塾
図
書
館
に
は
、
文
化
十
二
年
版
の
、「
讀
論
語
孟
子
法
」
が
巻
頭
に
付
さ
れ

た
も
の
が
あ
る
（
以
下
、「
慶
應
本
」
と
す（

13
）

る
）。

　

武
田
が
『
近
世
日
本
学
習
方
法
の
研
究
』
で
利
用
し
た
筆
写
本
に
は
以
下
の

小
目
録
（
項
目
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
下
見
（
予
習
）、
聴
講
・
聞
書
、
返
り

視
、
質
講
、
講
釈
の
仕
方
、
講
釈
七
則
で
あ
る
。
最
後
の
「
講
釈
七
則
」
と

は
、
知
周
の
師
で
伊
勢
崎
藩
儒
、
村
士
玉
水
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
慶
應

本
に
も
「
七
則
」
と
題
さ
れ
、
後
半
部
に
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
他

の
上
に
挙
げ
た
小
題
目
は
、
筆
者
が
利
用
す
る
慶
應
本
に
は
付
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
両
者
の
間
に
は
字
句
の
異
同
も
存
在
、
慶
應
本
に
は
判
読
不
明
な

箇
所
が
あ
り
、
引
用
箇
所
の
不
明
字
句
に
関
し
て
は
武
田
の
用
い
た
筆
写
本
を

も
っ
て
筆
者
が
適
宜
校
合
の
上
、
用
い
た
。
以
下
、
こ
の
双
方
の
版
の
異
同
に

も
注
意
し
な
が
ら
、
知
的
習
慣
醸
成
に
関
連
す
る
事
項
の
検
討
を
試
み
る
。

　
『
讀
書
準
縄
』
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
、
第
一
に
、
こ
の
書
が
、
学
習
「
制

度
」
の
み
な
ら
ず
、
学
習
課
程
の
諸
側
面
、
学
習
の
「
仕
方
」
を
事
細
か
に

綴
っ
た
史
料
で
あ
る
と
同
時
に
、
あ
と
に
検
討
す
る
江
村
北
海
『
授
業
編
』、

さ
ら
に
は
先
行
研
究
に
例
証
さ
れ
る
ご
と
く
の
幾
つ
か
の
藩
学
の
教
則
に
説
か

れ
る
内
容
と
共
通
す
る
も
の
が
多
く
、
同
時
代
に
お
け
る
学
習
の
「
仕
方
」
の

具
体
相
を
集
約
的
に
呈
示
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
本
稿
は
あ
く
ま

で
「
共
通
の
知
的
基
盤
の
醸
成
要
素
」
が
何
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
意
識
か

ら
こ
の
書
に
着
目
し
、
考
察
す
る
も
の
で
あ
り
、
崎
門
の
学
問
性
向
云
々
と
こ

の
書
と
の
関
係
の
検
討
は
射
程
外
で
あ
る
。

　

第
二
に
、『
讀
書
準
縄
』
に
綴
ら
れ
る
学
習
の
「
仕
方
」
の
諸
側
面
は
、
幕

末
─
明
治
初
期
の
英
学
塾
の
学
習
課
程
の
実
際
に
も
相
通
じ
る
面
を
多
く
も

つ
。
本
稿
の
後
半
に
て
論
じ
る
が
、『
讀
書
準
縄
』
に
提
唱
さ
れ
る
と
こ
ろ
の

学
習
法
は
、「
闇
斎
学
派
」
の
学
問
的
教
義
的
特
性
と
は
別
次
元
で
、「
学
派
」

「
儒
学
」
と
い
う
枠
を
超
え
た
汎
用
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
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学
習
の
第
一
段
階
で
あ
る
「
下
見
」
に
関
す
る
記
述
か
ら
検
討
す
る
。

〈
ａ
〉「
下
見
」（
予
習
）
の
方
法

　

崎
門
の
教
授
法
を
綴
っ
た
『
讀
書
準
縄
』
を
み
る
と
、
講
釈
そ
の
も
の
以
外

の
学
習
課
程
に
つ
い
て
も
仔
細
な
指
南
が
施
さ
れ
て
い
る
の
が
う
か
が
え
る
。

さ
き
に
挙
げ
た
同
書
の
小
目
録
の
諸
事
項
は
そ
れ
を
示
す
が
、
こ
こ
で
は
ま

ず
、
聴
講
前
の
予
習
段
階
で
の
指
示
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
み
る
。

偖
、
師
ノ
講
釈
ヲ
聞
ン
ト
思
ハ
ヾ
、
講
日
一
両
日
前
ヨ
リ
下
見
ヲ
ス
ベ

シ
。
其
シ
カ
タ
ハ
講
セ
ラ
ル
ヽ
章
ヲ
數
遍
復
讀
シ
、
先
ツ
一
字
云〈

§
〉云ノ
文

義
ヲ
明
ラ
メ
、
能
語
勢
ヲ
看
テ
一
字
一
句
ノ
軽
重
ヲ
認
得
テ
、
某
ノ
句
ハ

某
ノ
句
ヨ
リ
生
シ
、
某
ノ
字
ハ
某
ノ
字
ト
照
應
ス
ル
ヲ
看
。
偖
一
章
ノ
大

意
ノ
ア
ル
所
ヲ
求
メ
、
後
、
全
躰
ノ
文
意
ヲ
看
ル
ベ
シ
。
文
意
ト
ハ
聖
人

ノ
思
召
ニ
テ
一
章
全
躰
ノ
意
味
氣
象
ヲ
認
得
ル
、
尤
大
切
ノ
コ
ト
ナ
リ
。

集
註
ヲ
看
ル
モ
亦
此
通
リ
。
集
註
ニ
テ
ハ
、
是
迄
ハ
文
義
ヲ
解
キ
、
是
ヨ

リ
ハ
章
旨
ヲ
解
ス
ル
ヲ
先
ツ
見
ワ
カ
ウ
ヘ
シ
。
某
ノ
字
ハ
經
文
某
ノ
字
ヨ

リ
来
ル
ヲ
考
ヘ
、
經
文
ノ
字
ノ
軽
重
ヲ
ワ
カ
ツ
テ
後
、
集
註
ノ
字
ノ
軽
重

ヲ
分
ツ
ヘ
シ
。
集
註
ノ
中
、
何
レ
ノ
句
カ
緊
要
ナ
ル
カ
ヲ
認
得
テ
、
集
註

全
躰
ノ
説
キ
マ
ハ
シ
カ
タ
ヲ
領
會
ス
ベ
シ
（
四
ウ
～
五
オ
）

　

上
で
は
ま
ず
、「
一
字
云
云
ノ
文
義
ヲ
明
ラ
メ
」
る
こ
と
、「
一
字
一
句
ノ
軽

重
ヲ
認
得
」
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
す
べ
て
の
字
義
に
通
ず
べ
し
と
す

る
。
そ
の
上
で
、
特
定
の
字
同
士
の
照
応
関
係
に
細
か
く
目
配
せ
を
す
る
べ
し

と
指
示
す
る
。
つ
づ
け
て
圏
外
語
の
経
文
に
対
す
る
位
置
づ
け
（「
正
意
ナ
ル
カ

正
意
ニ
違
カ
」
／
「
經
文
ノ
評
論
ヲ
ナ
シ
タ
ル
カ
、
經
文
ノ
由
テ
来
ル
処
ヲ
説
タ
ル

カ
」
な
ど
）
の
特
定
、
何
条
か
の
注
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
軽
重
の
吟
味
が

必
要
な
こ
と
な
ど
が
説
か
れ
る
（
五
オ
）。
こ
の
あ
と
受
講
の
際
に
携
帯
す
べ

き
筆
記
用
具
に
つ
い
て
の
細
か
な
指
定
が
つ
づ
き
（
五
ウ
）、
さ
ら
に
、

二
三
條
挙
タ
ル
ト
キ
ハ
、
第
一
條
ハ
何
ノ
コ
ト
ヲ
説
、
第
二
條
ハ
何
ノ
コ

ト
ヲ
説
、
第
三
條
目
ハ
何
ノ
コ
ト
ヲ
説
ナ
ド
ヲ
能
看
分
ツ
ベ
シ
。
又
二
三

ケ
條
ノ
前
後
ノ
次
序
ア
ル
ヲ
看
ル
ベ
シ
。
又
緊
要
ハ
何
ノ
條
、
何
ノ
句
ニ

ア
ル
ヲ
認
得
テ
、
經
文
集
註
ヲ
ク
ヽ
リ
ア
ゲ
テ
其
意
味
氣
象
ヲ
領
會
ス
ベ

シ
（
五
オ
～
ウ
）

と
、
読
解
に
お
け
る
注
意
事
項
が
事
細
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
下
見
」
に
つ
い
て
の
細
か
い
指
南
の
前
に
は
、「
素
読
ノ
法
」
と
し

て
『
小
学
』
外
篇
「
嘉
言
第
五
」
よ
り
呂
舍
人
の
言
が
引
か
れ
る
。「
學
業
則

須
是
嚴
立
課
程
。
不
可
一
日
放
慢
」「
讀
取
二
三
百
遍
。
字
字
句
句
須
要
分

明
」
と
い
っ
た
、『
讀
書
準
縄
』
に
お
い
て
敷
衍
さ
れ
る
類
の
指
導
の
ほ
か
、

こ
の
『
小
学
』
外
篇
「
嘉
言
第
五
」
に
は
読
書
法
の
詳
細
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
受
け
、『
讀
書
準
縄
』
で
は
さ
ら
に
事
細
か
な
読
書
の
方
法
が
述
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べ
ら
れ
る
。

読
声
ハ
高
ク
ナ
ク
低
ク
ナ
ク
、
早
カ
ラ
ス
遅
カ
ラ
ス
、
声
ノ
臍
ノ
下
ヨ
リ

出
ル
様
ニ
読
ム
ヘ
シ
。
字
指
ヲ
用
テ
、
文
字
ノ
真
ン
中
ヲ
ツ
イ
テ
ヨ
ミ
、

一
字
モ
略
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。
一
字
々
々
、
一
句
々
々
ノ
慥
カ
ニ
聞
ワ
カ
ル
様

ニ
ヨ
ム
ベ
シ
。
一
句
ノ
末
ノ
字
ハ
、
シ
ツ
カ
リ
〈
§
〉ト

読
切
ル
様
ニ
讀
ム
ヘ

シ
。
也
ノ
字
ナ
ル
タ
ケ
読
ヘ
シ
。
而
ノ
字
シ
ッ
カ
リ
ト
字
ヲ
ツ
ク
ベ
シ
。

其
外
助
字
ハ
意
ヲ
以
読
ミ
、
是
モ
ナ
ル
タ
ケ
ハ
字
ヲ
ツ
イ
テ
読
ベ
シ
。
遍

数
ハ
暗
誦
ノ
ナ
ル
迄
ヲ
度
ト
ス
ベ
シ
。
假
令
暗
誦
能
出
来
タ
リ
ド
モ
、
必

此
準
則
ヲ
ハ
ヅ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
（
中
略
）
書
ハ
、
其
読
ン
ト
思
フ
書
斗
リ
一

冊
出
シ
、
外
ノ
書
ハ
堅
ク
禁
ジ
テ
出
ス
ヘ
カ
ラ
ス
（
二
オ
～
ウ
）

　

音
読
に
お
け
る
抑
揚
等
の
要
領
の
細
か
い
指
示
に
つ
づ
い
て
、
こ
こ
で
も
、

「
一
字
モ
略
」
す
こ
と
な
く
、「
一
字
々
々
、
一
句
々
々
ノ
慥
カ
ニ
聞
ワ
カ
ル
様

ニ
」
読
む
べ
き
と
、
す
べ
て
の
字
へ
の
意
識
の
集
中
が
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は

「
句
末
ノ
字
」、「
助
字
」
即
ち
「
也
ノ
字
」「
而
ノ
字
」
な
ど
も
「
シ
ッ
カ
リ
ト

読
切
ル
様
ニ
讀
ム
ヘ〈

§
〉シ」
と
、
助
語
辞
へ
の
注
意
が
喚
起
さ
れ
る
。

〈
ｂ
〉「
聴
講
学
習
」
に
つ
い
て

　

講
学
課
程
の
大
枠
が
「
素
読
」
と
「
聴
講
」
で
あ
り
、
こ
と
に
十
九
世
紀
を

迎
え
る
ま
で
に
は
多
く
の
藩
校
が
こ
れ
に
準
じ
た
学
習
課
程
を
作
り
上
げ
て
い

る
の
は
教
育
史
諸
研
究
に
明
ら
か
で
あ
る
。
会
津
藩
な
ど
は
さ
ら
に
「
素
読
」

課
程
を
四
等
か
ら
一
等
ま
で
四
分
類
し
、
制
度
的
に
、
年
齢
、
習
熟
度
に
応
じ

た
学
習
を
奨
励
す
る
し
く
み
を
つ
く
っ
て
い
（
14
）る。

ま
た
、
こ
の
時
代
の
「
講

釈
」
と
は
、
今
日
の
「
講
義
」
と
は
異
な
り
、「
読
む
書
の
意
味
内
容
を
講
究

（
考
究
）
す
る
こ
と
」、「
経
史
等
の
意
味
内
容
に
つ
い
て
学
習
す
る
（
義
を
講
ず

る
）」
と
い
っ
た
意
味
を
も
含
む
も
の
で
あ
っ
（
15
）た。

こ
れ
に
は
、
質
講
（
質

疑
）、
会
講
（
或
は
輪
講
、
会
読
）
を
含
み
、
そ
れ
ら
は
、〈
ａ
〉
で
示
し
た
よ

う
な
師
の
授
講
の
前
に
聴
講
者
が
行
う
予
習
作
業
（
下
見
）、
受
講
後
各
自
が

習
得
し
た
題
材
を
持
ち
帰
っ
て
の
作
業
（
復
読
、
返
り
視
、〈
ｃ
〉
で
考
察
）
と

一
体
で
考
え
ら
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
の
は
、
武
田
勘
治
ほ
か
が
指
摘
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、『
讀
書
準
縄
』
の
聴
講
に
関
す
る
記
述

を
考
え
る
。「
聴
講
・
聞
書
」
の
項
に
曰
く
、

師
ノ
講
席
ニ
就
ヲ
待
テ
、
静
ニ
拝
シ
、
講
釈
ス
ル
処
一
々
録
ス
ベ
シ
。
師

ノ
講
ズ
ル
処
ヲ
少
シ
ツ
ヽ
巳
（
マ
マ
）ノ
書
ヘ
カ
キ
入
ル
レ
ハ
、
巳
（
マ
マ
）ノ
意
ヲ
録
ス
ル

ニ
ナ
ル
シ
大
ニ
宜
シ
カ
ラ
ズ
。
禁
ズ
ベ
シ
。
講
終
リ
得
ト
考
ヘ
見
テ
後
、

静
ニ
問
ヘ
シ
。
遽
然
ト
シ
テ
騒
ナ
ル
ベ
カ
ラ
ス
。
知
レ
ザ
ル
コ
ト
ハ
勿
論

ノ
コ
ト
、
得
ト
呑
込
カ
子
タ
ル
コ
ト
迄
問
テ
質タ
ダ

ス
ベ
シ
。
其
章
ノ
緊
要
ニ

ア
ヅ
カ
ル
コ
ト
ハ
心
ニ
能
合
点
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
モ
問
テ
正
ス
ベ
シ
。
苟
且

ニ
シ
テ
其
侭
ニ
サ
シ
ヲ
ケ
ハ
、
巳
（
マ
マ
）ノ
氣
質
ナ
リ
ニ
聞
受
ル
故
、
學
術
ノ
大

本
ニ
於
テ
違
フ
コ
ト
ア
リ
。
恐
ル
ベ
シ
（
五
ウ
）
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静
粛
に
洩
れ
な
く
師
の
講
述
を
記
録
し
会
得
す
べ
き
こ
と
を
説
く
の
み
で
は
な

い
。
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、「
講
釈
ス
ル
処
一
々
録
ス
ベ
」
き
理
由
、「
師
ノ

講
ズ
ル
処
」
を
「
少
シ
ツ
ヽ
巳
ノ
書
ヘ
カ
キ
入
レ
」
る
こ
と
を
厳
し
く
戒
め
る

理
由
が
、
そ
れ
が
即
ち
私
意
を
入
れ
る
（「
巳
ノ
意
ヲ
録
ス
ル
」）
こ
と
と
な
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
、
自
己
判
断
の
忌
避
の
強
調
は
『
讀
書
準
縄
』
の
枢
要
で

あ
り
、
学
習
課
程
の
指
南
の
各
論
に
入
る
前
段
階
で
「
素
読
」
に
お
け
る
注
意

点
を
論
じ
る
と
こ
ろ
で
は
以
下
が
い
わ
れ
る
。

文
義
ヲ
済
ス
ハ
書
ニ
ヒ
ツ
タ
リ
ト
引
付
テ
、
今
日
巳（
マ
マ
）ノ
ナ
ス
ベ
キ
當
然
ヲ

求
ム
ベ
シ
。
書
ヲ
以
テ
我
身
ニ
引
付
ル
様
ニ
ス
ベ
シ
。
如
此
ナ
レ
ハ
、
書

カ
主
ニ
ナ
リ
準
縄
ニ
ナ
リ
テ
、
此
身
ニ
定
規
ヲ
ア
テ
ル
コ
ト
ガ
ナ
シ
、
吾

心
吾
身
ヲ
書
ニ
引
付
ル
様
ニ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
如
此
ナ
レ
ハ
、
巳
（
マ
マ
）ノ
氣
質
ガ

主
ト
ナ
リ
テ
ク
ル
故
、
自
分
ハ
是
テ
道
ノ
ナ
リ
ト
思
フ
テ
モ
、
他
人
ヨ
リ

見
レ
バ
大
ニ
道
ニ
背
ク
モ
ノ
ア
リ
。
厳
ニ
恐
レ
謹
ム
ベ
シ
（
四
オ
）

素
読
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
姿
勢
と
し
て
、
あ
く
ま
で
「
書
」
が

「
主
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
準
縄
」「
定
規
」
と
し
て
「
我
身
ニ
引
付
ル
」
こ
と

が
肝
要
と
の
訓
戒
で
あ
る
。
崎
門
の
学
習
方
法
が
、
し
ば
し
ば
「
鋳
型
に
は
め

る
」
学
習
性
向
を
助
長
し
、
自
律
的
思
考
を
阻
害
す
る
強
圧
的
か
つ
紋
切
り
型

の
知
識
の
強
要
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
秘
め
る
の
は
既
に
多
く
の
論
者
に
よ
る

指
摘
が
あ
る
。
そ
の
一
方
、
こ
の
訓
戒
は
、
十
分
な
習
熟
を
経
な
い
初
学
に
よ

る
私
意
／
恣
意
の
強
弁
を
忌
避
せ
し
め
、
独
り
よ
が
り
の
暴
論
を
戒
め
る
も
の

で
も
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
テ
ク
ス
ト
の
精
確
な
理
解
と
い
う
、
学
問
の
根

本
を
支
え
る
要
諦
で
あ
っ
た
こ
と
も
注
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
別
の

箇
所
で
は
、「
其
看
ル
書
ノ
外
、
堅
ク
禁
シ
テ
傍
ニ
置
ベ
カ
ラ
ズ
。
参
考
シ
タ

キ
書
ア
ラ
ハ
、
其
所
斗
リ
ヲ
看
ル
ベ
シ
。
外
ヲ
見
テ
心
ヲ
分
ツ
ベ
カ
ラ
ズ
。
凡

テ
論
孟
讀
法
ニ
少
モ
背
カ
ヌ
様
ニ
心
ガ
ク
ベ
シ
」（
三
ウ
～
四
オ
）
と
あ
る
。
こ

の
語
も
、
と
に
か
く
私
意
を
棄
却
す
る
こ
と
を
徹
底
さ
せ
る
学
習
法
の
一
端
の

あ
ら
わ
れ
と
い
え
よ
う
。

〈
ｃ
〉「
復
読
」「
帰
り
（
返
り
）
視
」

　

さ
き
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
聴
講
・
聞
書
」
と
は
時
間
的
に
講
義
時
間
そ

の
も
の
、
行
為
と
し
て
講
義
を
受
け
る
こ
と
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。『
讀
書
準
縄
』
で
は
、
聴
講
と
復
習
が
学
習
事
項
の
習
熟
に
む
け
た

作
業
と
し
て
一
体
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
聴
講
に
関
す
る
上
述
の
ご
と

く
の
指
南
に
続
け
て
、
以
下
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

扨
私
舍
ニ
返
リ
、
其
夜
ヘ
カ
ケ
テ
帰
リ
視
ヲ
ス
ベ
シ
。
其
シ
カ
タ
ハ
録
ス

ル
処
ノ
筆
記
ヲ
読
ン
テ
、
文
字
ノ
誤
リ
ヲ
改
メ
録
シ
、
誤
リ
ト
慥
ニ
覺
ヘ

タ
ル
所
ヲ
ナ
ヲ
シ
、
浄
写
シ
テ
、
他
日
師
ノ
朱
批
ヲ
請
フ
ベ
シ
。
偖
下
タ

視
ノ
時
、
我
存
寄
ト
師
ノ
講
ス
ル
処
ト
違
タ
ル
コ
ト
ア
ラ
バ
、
其
侭
捨
テ

置
ク
ベ
カ
ラ
ズ
。
何
処
デ
違
タ
ト
得
ト
心
ニ
反
リ
求
テ
、
爰
デ
違
タ
ル
処
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ヲ
慥
ニ
極
メ
ヲ
ク
ベ
シ
。
一
章
ノ
肝
要
ニ
ア
ヅ
カ
ル
コ
ト
ハ
別
ニ
シ
テ
謹

ン
デ
右
ノ
如
ク
ス
ベ
シ
。
疑
シ
キ
コ
ト
ハ
勿
論
ノ
コ
ト
、
得
ト
呑
込
兼
タ

ル
処
モ
別
ニ
一
小
冊
子
ニ
録
シ
テ
再
問
シ
テ
理
會
セ
ズ
ン
バ
、
三
度
モ
四

度
モ
問
テ
止
マ
ザ
ル
ヘ
シ
。
扨
又
師
友
ニ
請
テ
質
講
ヲ
精
出
ス
ベ
シ
（
六

オ
～
ウ
）

　

ま
ず
、
講
義
当
日
の
夜
ま
で
に
復
読
を
開
始
す
る
こ
と
、「
録
ス
ル
処
ノ
筆

記
」
の
誤
字
脱
字
を
丁
寧
に
訂
正
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
は
個

人
レ
ベ
ル
で
の
習
得
の
十
全
性
確
保
の
た
め
の
努
力
の
指
南
で
あ
る
。
さ
ら
に

続
け
て
、
訂
正
浄
写
し
た
も
の
の
批
正
を
師
に
請
う
こ
と
が
い
わ
れ
、
疑
問
点

を
「
其
侭
捨
テ
置
ク
ベ
カ
ラ
ズ
」、「
何
処
デ
違
タ
ト
得
ト
心
ニ
反
リ
求
」
め
る

こ
と
、
即
ち
ま
ず
自
省
的
に
間
違
い
を
問
い
詰
め
、
そ
の
上
で
、
疑
問
に
思
う

点
は
勿
論
の
こ
と
、「
得
ト
呑
込
兼
タ
ル
処
」、
即
ち
十
全
に
体
得
し
て
い
な
い

箇
所
に
つ
い
て
も
「
別
ニ
一
小
冊
子
ニ
録
シ
テ
再
問
」
す
べ
し
と
さ
れ
る
。
こ

の
「
復
読
」
過
程
は
即
ち
、「
輪
講
」
で
の
質
疑
応
答
と
一
体
の
、
有
機
的
な

学
習
課
程
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。「
聴
講
」
の
項
で
も
「
呑
込
カ
子
タ
ル

コ
ト
」
を
「
問
テ
質タ
ダ

ス
ベ
シ
」
と
あ
り
（
六
オ
、
前
出
）、
こ
こ
で
も
「
再
問
」

が
い
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
「
理
會
セ
ズ
ン
バ
、
三
度
モ
四
度
モ
問
テ
止
マ
ザ
ル

ヘ
シ
」
と
さ
れ
る
。
直
後
に
「
質
講
セ
ザ
レ
バ
」「
学
問
ニ
力
ラ
ノ
付
コ
ト
甲

斐
ナ
シ
」、（
質
講
は
）「
大
切
ニ
敬
ミ
重
ン
シ
テ
」「
激
励
奮
發
シ
テ
精
神
ヲ
尽

ス
ベ
シ
」
と
殊
更
重
視
さ
れ
、
さ
ら
に
は
「
師
友
」
へ
の
「
質
講
」
も
推
奨
さ

れ
る
（
六
ウ
）。

　

質
講
へ
の
「
激
励
奮
發
」
は
「
婦
女
ノ
衣
ヲ
洗
フ
」
こ
と
に
譬
え
ら
れ
、

「
灰
汁
ヲ
煎
ジ
テ
コ
レ
ニ
漬
シ
、
足
ヲ
以
蹈
ミ
ニ
ヂ
リ
手
ヲ
以
数
度
捼
」
み
、

「
垢
ヲ
去
リ
汚
水
ヲ
絞
リ
テ
後
、
再
三
清
水
ヲ
以
洗
ヒ
濯ス
ゝ

ギ
テ
、
垢
ノ
氣
ノ
ナ

キ
ヲ
度
ト
ス
」
べ
く
専
心
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
る
。
続
け
て
「
是
ト
同
ク
我
腸

ヲ
師
友
ノ
前
ヘ
マ
ケ
出
シ
テ
、
腸
胃
ノ
臓
垢
ヲ
尽
ク
除
キ
去
テ
潔
々
浄
々
タ
ラ

ン
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
眞
劔
勝
負
ニ
ナ
リ
テ
、
巳
（
マ
マ
）ノ

病
ヲ
遺
サ
ズ
暴
シ
出

シ
、
師
友
ニ
痛
ク
戒
メ
ラ
ル
ヽ
様
ニ
ス
ベ
シ
」
と
述
べ
ら
れ
る
（
六
ウ
～
七

オ
）。「
灰
汁
」
を
も
っ
て
足
で
踏
み
つ
け
揉
み
し
ご
き
、「
垢
ヲ
去
リ
」
清
水

で
濯
ぐ
ご
と
き
要
領
で
、
己
の
「
腸
胃
ノ
臓
垢
ヲ
尽
ク
除
キ
去
」
る
べ
く
「
師

友
ニ
痛
ク
戒
メ
」
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
極
め
て
激
烈
な
譬
え
を
も
っ
て
の
学
問

努
力
が
力
説
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
「
質
講
」
の
や
り
方
に
つ
い
て
で
あ
る
こ
と

に
注
意
し
た
い
。
逆
に
「
人
ノ
聴
ヲ
飾
ル
」
よ
う
な
質
講
、「
師
友
ノ
批
誨
少

モ
ナ
キ
様
ニ
読
ヲ
ヽ
セ
タ
イ
ト
思
心
ニ
テ
講
ジ
テ
ハ
、
大
ニ
宜
カ
ラ
ズ
」（
七

オ
）
と
、
批
判
を
避
け
、
事
勿
れ
主
義
に
陥
る
こ
と
を
訓
戒
す
る
。
か
よ
う
な

激
烈
な
表
現
を
も
っ
て
の
学
習
指
南
は
崎
門
門
弟
な
ら
で
は
の
も
の
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
質
講
が
「
眞
劔
勝
負
ニ
ナ
」
る
の
は
崎
門
の
専
売
特
許
で
は
な

く
、
幕
末
期
の
藩
学
、
漢
学
塾
、
さ
ら
に
は
洋
学
塾
に
お
け
る
学
習
指
南
の
特

徴
で
も
あ
る
の
は
後
述
す
る
。
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二　

江
村
北
海
『
授
業
編
』
と
『
讀
書
準
縄
』 

─
─
学
習
方
法
の
相
同
性
と
差
異

　
『
讀
書
準
縄
』
に
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
学
習
指
南
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
節

で
は
江
村
北
海
『
授
業
編
』（
天
明
三
年
〈
一
七
八
三
〉）
を
検
討
す
（
16
）る。

こ
れ

は
、「
幼
學
」「
學
書
」（
以
上
、
巻
之
一
所
収
）、「
讀
書
」（
三
則
、
同
巻
之
二
所

収
）、「
訓
點
」「
四
聲
五
音
」「
唐
音
」（
同
巻
之
三
所
収
）、「
教
授
」「
講
釋
」

（
二
則
）「
講
談
」（
同
巻
之
四
所
収
）、「
歴
史
學
」（
同
巻
之
五
所
収
）、「
作
文
」

（
七
則
、
同
巻
之
六
所
収
）、「
詩
學
」（
十
四
則
、
同
巻
之
七
、
八
所
収
）、「
壽
賀
」

「
地
名
」（
同
巻
之
九
所
収
）、「
姓
氏
」「
稱
呼
」「
臧
書
」（
同
巻
之
十
所
収
）
か

ら
な
る
十
巻
本
で
、
本
稿
の
問
題
と
す
る
学
習
過
程
の
実
際
、
読
書
習
慣
の
醸

成
と
関
連
す
る
記
述
は
、「
學
書
」「
讀
書
」「
教
授
」「
講
釋
」「
講
談
」
と

い
っ
た
項
に
、
比
較
検
討
す
べ
き
記
述
が
多
い
。
ま
た
、
荻
生
徂
徠
『
譯
文
筌

蹄
』「
題
言
十
則
」
を
念
頭
と
し
た
記
述
、
太
宰
春
臺
『
倭
讀
要
領
』
へ
の
言

及
も
、
と
く
に
「
學
書
」「
讀
書
」、
そ
し
て
「
訓
點
」「
四
聲
五
音
」「
唐
音
」

（
同
巻
三
収
）
な
ど
の
項
に
多
く
み
ら
れ
、
彼
ら
の
古
文
辞
主
唱
へ
の
北
海
の

見
解
も
こ
の
書
全
般
に
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
徂
徠
、
春

臺
の
原
語
へ
の
視
線
、
言
語
研
究
に
関
す
る
論
と
関
係
づ
け
な
が
ら
別
に
検
討

し
た
い
。
以
下
、『
授
業
編
』
に
お
け
る
学
習
の
仕
方
に
つ
い
て
の
記
述
を
考

察
す
る
。

〈
ａ
〉
精
確
な
筆
録
の
重
視

　
『
授
業
編
』
に
「
下
見
」「
予
習
」
と
の
項
目
は
な
い
が
、
ま
ず
「
讀
書
第
三

則
」
に
以
下
が
あ
る
。

（
サ
ル
ニ
テ
モ
）
書
ヲ
ヨ
ム
ニ
聲
ヲ
ア
ゲ
テ
ヨ
ム
ガ
ヨ
キ
ヤ
、
黙
シ
テ
ヨ
ム

ガ
ヨ
ロ
シ
キ
ヤ
ト
問
フ
人
ア
リ
。
コ
レ
ハ
各
得
失
ア
リ
テ
一
方
ニ
定
テ
ハ

イ
ヒ
難
シ
。
聲
ヲ
揚
テ
ヨ
ム
ナ
ラ
バ
、
字
音
ヲ
正
シ
、
句
讀
ヲ
分
チ
ヨ
ム

ベ
シ
。
字
音
ノ
疑
ハ
シ
キ
ハ
、
打
ス
テ
ヽ
オ
カ
ズ
、
ソ
ノ
マ
ヽ
字
書
ニ
テ

吟
味
ス
ベ
シ
（
中
略
）
既
ニ
一
二
扁
モ
ヨ
ミ
タ
ル
書
ヲ
ク
リ
返
シ
テ
讀
、

意
義
ヲ
ク
ハ
シ
ク
求
ム
ル
ニ
ハ
、
黙
シ
テ
書
ヲ
ミ
ル
ガ
ヨ
シ
。
何
レ
ニ
モ

一
部
ノ
書
ヲ
ヨ
マ
ン
ト
ナ
ラ
バ
、
其
開
巻
ヨ
リ
終
リ
マ
デ
一
字
ヲ
モ
殘
サ

ズ
、
一
句
ヲ
モ
略
セ
ズ
、
讀
テ
讀
シ
マ
イ
タ
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
ル
シ
ヲ
ツ
ケ

テ
、
叉
（
マ
マ
）其
次
ヨ
リ
讀
ベ
シ
。
此
ヲ
讀
カ
シ
コ
ヲ
讀
、
コ
ノ
書
ヲ
見
カ
ノ
書

ヲ
見
ル
コ
ト
セ
サ
ル
ガ
ヨ
シ
。
左
ナ
ケ
レ
バ
ア
シ
ク
癖
付
、
卑
諺
ニ
イ
フ

喰
サ
シ
學
文
ト
云
ニ
ナ
リ
テ
、
一
部
ノ
書
ヲ
通
シ
テ
讀
事
ナ
ラ
ヌ
モ
ノ
ナ

リ
（
巻
之
二
、
五
オ
～
ウ
）

音
読
、
黙
読
各
々
の
効
用
に
触
れ
、
前
者
は
句
節
・
文
節
の
理
解
の
た
め
に
重

視
さ
れ
、
後
者
は
「
意
義
」
の
詳
細
の
理
解
に
有
効
と
す
る
。
ま
た
、
い
く
つ

も
の
書
の
併
読
は
「
ア
シ
ク
癖
付
」
き
「
卑
諺
ニ
イ
フ
喰
サ
シ
學
文
」
に
陥
る

と
批
判
す
る
。
一
書
の
通
読
を
力
説
し
、
一
字
の
遺
漏
も
な
い
読
み
込
み
を
い
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う
が
、
こ
れ
は
、
さ
き
に
引
用
し
た
『
讀
書
準
縄
』
の
「
読
ン
ト
思
フ
書
斗
リ

一
冊
出
シ
、
外
ノ
書
ハ
堅
ク
禁
ジ
テ
出
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」（
二
ウ
）
と
相
通
じ
る
。

ま
た
、「
開
巻
ヨ
リ
終
リ
マ
デ
一
字
ヲ
モ
殘
サ
ズ
、
一
句
ヲ
モ
略
セ
ズ
」
読
め

と
の
記
述
も
、『
讀
書
準
縄
』
の
「
一
字
モ
略
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。
一
字
々
々
、
一

句
々
々
ノ
慥
カ
ニ
聞
ワ
カ
ル
様
ニ
ヨ
ム
ベ
シ
」（
二
オ
）
と
の
指
南
と
同
じ
で

あ
る
。『
讀
書
準
縄
』
は
「
句
末
ノ
字
」、「
也
」「
而
」
も
含
め
た
助
字
へ
の
意

識
も
い
う
が
、『
授
業
編
』
に
は
こ
れ
ら
へ
の
言
及
は
な
い
。

　

つ
ぎ
に
聴
講
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
が
、「
講
釋
第
二
則
」
の
冒
頭
に
、

「
前
條
（「
講
釋
第
一
則
」）
ハ
講
釋
ヲ
ス
ル
事
ヲ
論
ス
。
此
章
ハ
講
釋
ヲ
聽
事
ヲ

論
ズ
」
と
あ
り
、
専
ら
効
果
的
な
聴
講
の
仕
方
に
つ
い
て
記
さ
れ
る
。

サ
テ
講
釋
ヲ
キ
ク
ニ
ハ
、
一
冊
子
ヲ
携
エ
テ
席
ヘ
出
、
其
師
ノ
一
言
一
句

ト
イ
ヘ
ト
モ
遺
脱
ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
キ
ヽ
書
ヲ
ス
ル
ガ
ヨ
シ
。
今
ニ
テ
モ
書
生

輩
ノ
中
ニ
聽
書
ヲ
シ
ツ
ケ
タ
ル
ハ
、
一
語
ヲ
モ
殘
サ
ズ
、
達
者
ニ
書
モ
ア

リ
。
聽
書
ヲ
セ
ン
ト
ス
レ
バ
、
書
ニ
心
ユ
キ
テ
聞
ク
事
ソ
マ
ツ
ニ
ナ
ル
ト

云
人
ア
リ
。
是
ハ
キ
ヽ
書
ヲ
ス
ル
ヲ
メ
ン
ド
ウ
ニ
思
フ
ヨ
リ
言
ヲ
カ
ザ
リ

テ
説
ヲ
ナ
ス
ニ
テ
、
左
様
ノ
理
ハ
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ
（
中
略
）
遅
筆
不
達
者

ニ
テ
悉
ク
書
ト
ル
事
ナ
リ
ガ
タ
シ
ト
思
ハ
ヽ
、
心
ヲ
ト
メ
テ
遺
忘
ナ
キ
ヤ

ウ
ニ
聽
取
、
講
釋
ス
ギ
テ
宿
ニ
カ
ヘ
ラ
バ
他
事
ヲ
サ
シ
置
、
其
マ
ヽ
書
付

置
ベ
シ
。
此
二
ツ
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
、
講
釋
ヲ
キ
ヽ
テ
モ
益
ス
ク
ナ
シ
（
巻

之
四
、
十
二
ウ
）

「
其
師
ノ
一
言
一
句
ト
イ
ヘ
ト
モ
遺
脱
ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
キ
ヽ
書
ヲ
ス
ル
ガ
ヨ
シ
」、

「
一
語
ヲ
モ
殘
サ
ズ
」
に
筆
録
す
べ
し
と
は
、『
讀
書
準
縄
』
の
「
講
釈
ス
ル
処

一
々
録
ス
ベ
シ
。
師
ノ
講
ズ
ル
処
ヲ
少
シ
ツ
ヽ
巳
（
マ
マ
）ノ

書
ヘ
カ
キ
入
ル
レ
ハ
、
巳
（
マ
マ
）

ノ
意
ヲ
録
ス
ル
ニ
ナ
ル
シ
大
ニ
宜
シ
カ
ラ
ズ
。
禁
ズ
ベ
シ
」（
五
ウ
）
と
の
訓

戒
に
通
じ
る
。
無
論
こ
れ
は
、『
讀
書
準
縄
』
後
半
に
記
載
の
村
士
玉
水
に
よ

る
読
法
「
七
則
」、
な
ら
び
に
「
辯
終
十
忌
」
に
象
徴
的
な
、
聖
人
説
の
絶
対

視
と
先
学
の
指
導
へ
の
盲
従
、
ほ
と
ん
ど
求
道
的
次
元
と
も
い
え
る
精
緻
な
読

書
・
筆
記
の
要
求
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、
十
分
な
習
熟
を
経
な
い
初
学
に
よ

る
私
意
／
恣
意
の
暴
走
を
お
さ
え
る
た
め
の
精
確
な
学
習
の
奨
励
は
、
北
海

『
授
業
編
』
に
も
明
ら
か
で
あ
り
、
精
確
な
筆
録
を
重
視
す
る
姿
勢
は
共
通
す

る
。
そ
の
場
で
の
逐
字
筆
録
が
難
し
い
場
合
は
「
宿
ニ
カ
ヘ
ラ
バ
他
事
ヲ
サ
シ

置
、
其
マ
ヽ
書
付
置
ベ
シ
」
と
、
事
細
か
に
指
示
す
る
。

〈
ｂ
〉
多
読
を
重
視

　

北
海
が
複
数
の
書
を
同
時
に
読
み
進
め
る
の
を
「
喰
サ
シ
學
文
」
と
し
て
退

け
、「
開
巻
ヨ
リ
終
リ
マ
デ
」「
讀
シ
マ
イ
タ
ル
」
こ
と
を
推
奨
し
た
の
は
指
摘

し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
、「
腹
中
ニ
文
字
ノ
蓄
」
え
を
す
べ
く
多
読
を
殊
更

強
調
す
る
。「
作
文
第
二
則
」
に
曰
く
、

腹
中
ニ
文
字
ノ
蓄
出
来
ル
時
ハ
、
詩
ニ
テ
モ
文
ニ
テ
モ
自
然
ト
書
ル
ヽ
モ

ノ
ナ
リ
。
其
時
ヲ
マ
チ
テ
、
詩
ヲ
モ
文
ヲ
モ
作
リ
習
フ
ベ
シ
。
イ
マ
ダ
腹
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中
ニ
其
蓄
出
来
ヌ
ウ
チ
ハ
、
タ
ヽ
ヒ
タ
ス
ラ
書
ヲ
讀
ヲ
以
テ
業
ト
シ
テ
、

詩
文
ヲ
作
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
腹
中
ニ
文
字
ノ
無
ウ
チ
ニ
詩
文
章
ヲ
無
理
ニ
作

ラ
ン
ト
ス
ル
ハ
、
畢
竟
無
益
ノ
暇
ヲ
費
シ
、
讀
書
ノ
業
ヲ
廃
ス
。
大
イ
ナ

ル
損
ナ
リ
（
中
略
）
詩
文
章
ヲ
早
ク
作
リ
オ
ホ
エ
ン
ト
ス
ル
事
、
初
學
ニ

ア
リ
テ
大
イ
ナ
ル
損
ナ
リ
。
今
ノ
書
生
輩
、
僅
カ
ニ
四
書
ノ
素
讀
ヲ
仕
舞

フ
ト
、
ハ
ヤ
唐
詩
選
ナ
ド
ヲ
ト
リ
マ
ワ
シ
テ
、
詩
ヲ
作
リ
オ
ボ
エ
ン
ト

シ
、
僅
ニ
詩
ノ
作
リ
カ
タ
ヲ
オ
ボ
ユ
ル
ニ
、
ハ
ヤ
文
章
ヲ
作
リ
オ
ボ
エ
ン

ト
ス
ル
。
是
詩
文
章
ノ
出
来
ヌ
基
ナ
リ
（
巻
之
六
、
三
ウ
～
四
ウ
）

読
書
量
が
飽
和
点
に
達
す
る
ま
で
は
「
タ
ヽ
ヒ
タ
ス
ラ
書
ヲ
讀
ヲ
以
テ
業
ト
」

す
べ
き
だ
と
説
き
、
四
書
の
読
了
後
た
だ
ち
に
詩
づ
く
り
に
励
む
の
を
批
判
す

る
。
で
は
北
海
は
、
ど
の
程
度
の
読
書
が
適
切
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。「
讀
書
第
二
則
」
に
曰
く
、

太
宰
春
臺
ノ
和
（
倭
─
筆
者
）
讀
要
領
ニ
、
ヨ
ム
ベ
キ
ホ
ド
ノ
書
目
ヲ

擧
、
コ
レ
ヲ
ヨ
ム
前
後
ヲ
モ
次
第
セ
リ
。
見
合
ス
ベ
シ
（
巻
之
二
、
五
オ
）

こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
太
宰
春
臺
（
一
六
八
○
─
一
七
四
七
）
に
よ
る
『
倭
讀
要

領
』
の
「
書
目
」
と
は
、
同
「
學
則
」（『
倭
讀
要
領
』
巻
下
所
収
の
も
の
で
、
徂

徠
『
學
則
』
で
は
な
い
）
に
列
挙
さ
れ
る
も
の
で
あ
（
17
）る。
こ
こ
で
春
臺
は
、
ま

ず
、『
孝
經
』『
論
語
』『
毛
詩
』『
尚
書
』
の
四
部
の
書
の
、
訓
点
に
頼
ら
な
い

句
読
を
推
奨
す
る
。
続
い
て
「
四
部
ノ
書
既
ニ
誦
讀
習
熟
シ
テ
、
暗
記
ス
ル
ニ

至
ラ
バ
、
古
註
ノ
三
禮
、
周
易
、
并
ニ
春
秋
ノ
三
伝
、
國
語
ヲ
取
テ
讀
コ
ト
四

五
遍
ス
ベ
シ
」
と
す
る
。
つ
ま
り
、『
孝
經
』『
論
語
』『
毛
詩
』『
尚
書
』
に
は

じ
ま
り
、
続
い
て
古
註
三
禮
（
儀
禮
、
周
禮
、
禮
記
）、『
周
易
』、『
春
秋
』
三

伝
（
左
伝
、
公
羊
、
穀
梁
）、『
国
語
』
即
ち
春
秋
外
伝
、
さ
ら
に
『
文
選
』
の

十
三
の
書
物
の
徹
底
し
た
通
読
、
し
か
も
「
直
読
」
に
よ
る
そ
れ
を
要
求
す

る
。
さ
ら
に
『
史
記
』『
漢
書
』
の
熟
読
が
必
須
と
さ
れ
、
加
え
て
『
資
治
通

鑑
』
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
書
物
が
推
奨
さ
れ
る
（『
倭
讀
要
領
』
巻
下
）。

　

北
海
が
、
春
臺
の
よ
う
に
こ
れ
ら
す
べ
て
の
完
璧
な
読
了
を
厳
格
に
要
求
し

た
か
は
、
北
海
門
下
に
お
け
る
指
導
の
様
相
を
記
録
し
た
史
料
な
ど
を
使
っ
て

の
解
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
書
く
」
こ
と
に
至
る
以
前
に
、「
文

字
」
を
「
腹
中
」
に
貯
め
る
べ
く
、
相
当
量
の
読
書
を
要
求
す
る
。
こ
れ
は
、

「
其
看
ル
書
ノ
外
、
堅
ク
禁
シ
テ
傍
ニ
置
ベ
カ
ラ
ズ
。
参
考
シ
タ
キ
書
ア
ラ

ハ
、
其
所
斗
リ
ヲ
看
ル
ベ
シ
。
外
ヲ
見
テ
心
ヲ
分
ツ
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
し
、
さ
ら

に
は
原
則
と
し
て
「
凡
テ
論
孟
讀
法
ニ
少
モ
背
カ
ヌ
様
ニ
心
ガ
ク
ベ
シ
」（『
讀

書
準
縄
』
三
ウ
～
四
オ
、
前
出
）
と
、
読
む
べ
き
書
物
、
そ
し
て
読
み
方
ま
で
も

厳
格
に
限
定
す
る
崎
門
の
教
え
と
は
些
か
異
な
る
主
張
で
あ
る
。

　

さ
き
に
引
用
の
「
作
文
第
二
則
」
の
「
ハ
ヤ
唐
詩
選
ナ
ド
ヲ
ト
リ
マ
ワ
シ

テ
」「
文
章
ヲ
作
リ
オ
ボ
エ
ン
ト
」
す
る
こ
と
は
、「
詩
文
章
ノ
出
来
ヌ
基
ナ

リ
」
と
の
批
判
に
続
け
て
曰
く
、
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學
徒
ノ
カ
ヽ
ル
志
ヲ
窺
ヒ
テ
、
書
肆
ノ
賈
人
、
此
カ
シ
コ
ノ
先
生
ニ
相
謀

リ
テ
唐
詩
礎
、
明
詩
礎
、
詩
筌
、
詩
聯
、
何
ノ
カ
ノ
ト
詩
ノ
キ
リ
ツ
ギ
ヲ

ス
ル
小
冊
子
、
近
年
ニ
至
リ
テ
ハ
、
イ
ヤ
カ
上
ニ
ア
リ
テ
、
ソ
レ
ラ
ノ
書

ヲ
ア
チ
コ
チ
ト
リ
合
セ
テ
詩
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
ル
モ
ノ
出
来
ル
ユ
ヘ
、
文
章

モ
左
様
ノ
仕
方
ア
ル
ベ
シ
。
時
師
ニ
問
ヒ
尋
ネ
タ
ラ
ン
ニ
ハ
利
口
ナ
ル
捷

径
モ
ア
ラ
ン
（
巻
之
六
、
四
ウ
～
五
オ
）

　

詩
作
の
参
考
書
が
出
回
り
、
そ
れ
ら
の
「
書
ヲ
ア
チ
コ
チ
ト
リ
合
セ
テ
」

「
詩
ノ
キ
リ
ツ
ギ
」
を
行
う
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
蘐

園
の
諸
学
に
よ
る
古
文
辞
つ
ぎ
は
ぎ
批
判
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

は
春
臺
が
同
学
の
こ
の
営
み
を
執
拗
に
批
判
し
た
の
と
軌
を
一
に
す（

18
）る。

こ
の

文
に
続
け
て
「
書
肆
ノ
賈
人
、
此
カ
シ
コ
ノ
先
生
ニ
相
謀
リ
テ
」
参
考
書
を
乱

造
、
結
果
「
手
引
ニ
ス
ベ
キ
小
冊
子
頗
ル
多
ク
、
コ
レ
ラ
ヲ
便
リ
ニ
ワ
ケ
モ
聞

エ
ヌ
尺
牘
ナ
ド
ツ
ヾ
リ
テ
時
師
ニ
潤
色
ヲ
乞
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
ハ
カ
バ
カ
シ
ク
正

削
モ
出
来
ズ
」
と
、
詩
作
を
試
み
る
も
遂
げ
ず
に
い
る
滑
稽
を
揶
揄
す
る
。

「
尺
牘
」
の
流
行
に
つ
い
て
も
触
れ
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
『
滄
溟
先
生
尺

牘
』
は
服
部
南
郭
（
一
六
八
三
─
一
七
五
九
）
の
校
訂
に
よ
る
も
の
が
多
く
出

回
っ
た
。
上
の
文
章
の
「
此
カ
シ
コ
ノ
先
生
」「
時
師
」
の
一
人
は
南
郭
で

あ
っ
た
ろ
う
。
北
海
は
、「
キ
リ
ツ
ギ
」「
ア
チ
コ
チ
ト
リ
合
セ
テ
」
の
詩
作
を

忌
避
、
作
詩
、
作
文
に
か
か
る
以
前
に
、「
腹
中
ニ
其
（
文
字
、
文
章
─
筆
者
）

蓄
出
来
」
る
ま
で
周
到
な
読
書
に
従
事
す
る
こ
と
を
主
唱
し
た
。

　
「
作
文
第
四
則
」
で
北
海
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

今
、
漢
土
ノ
文
ニ
ナ
ラ
ヒ
テ
書
カ
ラ
ハ
、
漢
土
ノ
人
コ
レ
ヲ
見
テ
モ
カ
ヽ

ル
事
ト
合
點
ス
ル
ニ
テ
ナ
ク
テ
ハ
、
本
意
ナ
ラ
ザ
ル
ニ
似
タ
リ
。
然
レ
バ

我
邦
ノ
假
名
又
俗
文
ナ
ラ
バ
、
箇
様
ニ
書
ク
事
ナ
レ
ド
モ
、
漢
土
ノ
文
ニ

テ
ハ
カ
ヤ
ウ
ニ
書
ト
イ
フ
、
其
カ
キ
方
ヲ
覺
ユ
ル
ヲ
、
文
章
ノ
地
ヲ
學
ブ

ト
云
ナ
リ
。
其
地
ヲ
書
覺
ユ
ル
マ
デ
ハ
何
レ
ノ
書
、
イ
ツ
レ
ノ
文
ニ
テ
モ

去
嫌
ヒ
ナ
ク
漢
土
人
ノ
書
タ
ル
ニ
テ
サ
ヘ
ア
ラ
バ
、
其
書
カ
タ
ハ
皆
吾
ガ

文
ヲ
學
ブ
手
本
ナ
リ
ト
思
ヒ
テ
書
ナ
ラ
フ
ガ
ヨ
シ
（
巻
之
六
、
七
オ
～
ウ
）

「
漢
土
ノ
文
」
の
「
カ
キ
方
ヲ
覺
ユ
ル
ヲ
、
文
章
ノ
地
ヲ
學
ブ
ト
云
」、「
去
嫌

ヒ
ナ
ク
漢
土
人
ノ
書
タ
ル
」
を
「
皆
吾
ガ
文
ヲ
學
ブ
手
本
」
と
す
べ
し
と
は
、

北
海
に
お
け
る
原
語
へ
の
意
識
の
高
さ
を
示
唆
す
る
。
但
し
、
つ
づ
け
て
「
両

漢
ノ
散
文
ノ
四
六
ノ
韓
柳
（
中
略
）
李
王
ノ
古
文
ノ
古
文
辞
ノ
何
ノ
カ
ノ
ト
イ

フ
」
こ
と
に
は
頓
着
す
る
な
と
述
べ
て
お
り
（
巻
之
六
、
七
ウ
～
八
オ
）、
特
定

の
時
代
の
特
定
の
文
筆
家
の
文
体
・
文
法
へ
の
固
執
は
忌
避
す
べ
し
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、『
授
業
編
』
に
は
「
四
聲
五
音
」「
唐
音
」
と
の
項
目
が
あ
る
の

は
触
れ
た
（
巻
三
収
）。
こ
れ
ら
の
項
目
も
含
め
、
徂
徠
『
譯
文
筌
蹄
』「
題
言

十
則
」、
そ
し
て
春
臺
『
倭
讀
要
領
』
な
ど
の
吟
味
を
通
じ
て
の
、
外
国
語
と

し
て
の
古
代
中
国
語
の
認
識
、
原
音
、
原
語
序
に
通
暁
す
る
こ
と
の
重
要
性
の

指
摘
が
散
見
さ
れ
る
。『
授
業
編
』
は
一
七
八
三
年
の
刊
で
あ
り
、「
正
学
」
復
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興
が
叫
ば
れ
徂
徠
学
が
敬
遠
さ
れ
る
時
代
の
書
と
い
え
る
。
ま
た
、
徂
徠
、
春

臺
以
降
は
原
語
そ
の
も
の
に
迫
る
「
言
語
研
究
」
は
振
興
し
た
と
は
い
え
な

い
。
か
よ
う
な
時
代
に
北
海
は
、
一
七
一
一
年
刊
の
『
譯
文
筌
蹄
』、
一
七
二

八
年
刊
の
『
倭
讀
要
領
』
に
あ
ら
わ
れ
る
原
語
重
視
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。

三　
『
讀
書
準
縄
』『
授
業
編
』、
そ
し
て
洋
学
学
習
の
実
相

　

前
節
、
前
々
節
で
み
た
よ
う
に
、『
讀
書
準
縄
』
と
北
海
『
授
業
編
』
に
お

け
る
諸
々
の
指
導
要
領
は
、「
何
を
」
読
む
か
、
参
照
す
べ
き
か
の
み
な
ら

ず
、
読
み
方
の
「
形
式
」、
議
論
の
内
容
の
み
な
ら
ず
そ
の
「
仕
方
0

0

」、「
形0

式0

」
を
規
定

0

0

0

す
る
。
こ
れ
ら
の
書
は
、
学
習
者
に
広
汎
に
共
有
さ
れ
る
べ
き
知0

的
習
慣

0

0

0

と
そ
の
集
合
的
意
味

0

0

0

0

0

0

0

を
呈
示
す
る
も
の
で
あ（

19
）る。「

本
を
読
む
」
過
程

で
実
現
さ
れ
る
「
意
味
の
創
出
作
用
」
は
「
本
そ
の
も
の
と
は
別
」
で
あ
り
、

「
読
み
手
」
に
備
わ
る
理
解
の
「
形
式
」「
形
態
」
は
特
定
の
時
間
、
場
所
、
そ

し
て
集
団
の
性
質
に
よ
り
「
歴
史
的
に
」
決
定
さ
れ
る
と
は
Ｒ
・
シ
ャ
ル
チ
ェ

の
言
で
あ（

20
）るが
、『
讀
書
準
縄
』
に
指
南
さ
れ
る
「
独
看
」
に
お
け
る
精
確
な

読
み
の
要
求
、「
会
読
」「
質
講
」
に
お
け
る
精
緻
で
辛
辣
な
討
議
は
、
相
乗
的

有
機
的
に
個
々
の
読
み
手
の
読
書
習
慣
を
醸
成
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
し

て
こ
れ
は
、
武
田
勘
治
、
石
川
謙
ら
の
研
究
が
示
す
と
こ
ろ
の
藩
学
の
諸
学
規

に
あ
ら
わ
れ
る
素
読
、
聴
講
、
質
講
、
会
業
の
仕
方
と
も
大
い
に
共
通
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
推
知
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
素
読
か
ら
輪
講
（
会
読
）
ま
で
の
教
授
法
は
、
そ
の
ま

ま
幕
府
の
洋
学
学
問
所
、
即
ち
蕃
書
調
所
、
そ
の
後
の
開
成
所
の
教
授
法
と

な
っ
て
い
る
事
実
は
、
茂
住
實
男
の
一
連
の
研
究
に
詳
細
に
実
証
さ
れ
て
い

（
21
）る。

茂
住
の
研
究
を
要
約
す
る
と
、「
先
ず
句
読
教
授
に
つ
き
、
個
人
教
授

で
、
文
法
教
科
書
の
句
読
＝
読
み
方
を
学
」
び
、
続
い
て
「
英
文
を
素
読
」、

「
何
十
回
と
な
く
反
復
練
習
」
し
、
文
法
、
訳
読
の
力
を
蓄
積
し
た
後
「
会
読

課
程
」
に
す
す
む
。
こ
の
課
程
は
、
独
力
で
の
英
文
理
解
の
た
め
の
入
念
な
下

調
べ
→
輪
講
に
お
け
る
発
表
→
質
疑
へ
の
回
答
→
間
違
い
の
訂
正
と
復
読
を
含

む
課
程
で
あ（

22
）る。

こ
の
、
茂
住
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
学
習
課
程
は
、
ま
さ
し
く

『
讀
書
準
縄
』、
藩
学
の
「
学
規
」
に
あ
る
学
習
の
「
仕
方
」
に
関
す
る
規
定
そ

の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
、
江
戸
後
期
の
宇
田
川
塾
、
安
懐
堂
、
象
先
堂
と

い
っ
た
蘭
学
塾
、
さ
ら
に
は
箕
作
秋
坪
の
三
叉
学
舍
、
萌
芽
期
の
慶
應
義
塾
な

ど
英
学
塾
に
お
け
る
教
授
法
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
っ（

23
）た。

　

江
戸
後
期
の
蘭
学
塾
、
幕
末
の
洋
学
塾
の
教
授
課
程
の
具
体
相
の
こ
れ
以
上

の
詳
細
に
つ
い
て
は
茂
住
、
そ
し
て
一
部
は
森
岡
健
二
の
諸
研
究
を
参
照
さ
れ

た
（
24
）い。
こ
こ
で
は
、
学
習
者
の
知
的
習
慣
0

0

醸
成
に
つ
な
が
る
当
時
の
学
習
の

「
仕
方
」、
企
図
さ
れ
た
学
習
方
法
が
ど
の
程
度
実
践
さ
れ
、
知
的
習
慣
の
醸
成

に
寄
与
し
て
い
た
か
を
語
る
史
料
、
と
く
に
「
被
」
教
育
者
側
の
教
育
に
関
す

る
様
々
な
記
述
を
史
料
と
し
て
注
目
し
て
み
た
い
。
と
く
に
平
沼
淑
郎
『
鶴
峯

漫
（
25
）談』、
菊
池
（
箕
作
）
大
麓
の
講
演
（
26
）録、
さ
ら
に
は
石
河
幹
明
『
福
沢
諭
吉

（
27
）伝』
な
ど
は
、
右
の
目
的
に
有
用
な
情
報
を
提
供
す
る
。
ま
ず
、
三
叉
学
舍
に

お
け
る
教
授
の
仕
方
の
実
相
に
つ
い
て
描
い
た
『
鶴
峯
漫
談
』
を
み
る
。
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意
義
の
解
釋
に
は
師
弟
共
に
渾
身
の
力
を
入
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
、
微
細
の
點
も
輕
々
看

0

0

0

0

0

0

0

0

過
し
な
か
つ
た

0

0

0

0

0

0

。
こ
れ
が
や
は
り
漢
學
修
習
の
遺
風
を
そ
の
ま
ヽ
継
承

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し

た
の
で
あ
る
。
當
時
外
國
語
を
習
ふ
の
に
兩
様
の
法
が
あ
つ
て
、
こ
れ
を

正
則
變
則
と
い
つ
た
。
正
則
と
い
ふ
の
は
、
先
づ
綴
字
發
音
か
ら
精
確
に

し
て
進
む
の
で
あ
つ
た
、
變
則
と
い
ふ
の
は
發
音
は
第
二
位
に
置
い
て
、

意
義
の
解
釋
を
專
ら
に
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
。
三
叉
学
舍
や
慶
應
義
塾
の
教
授

法
は
後
者
に
属
す
る
。
そ
の
優
劣
は
今
日
の
人
を
し
て
言
は
し
む
れ
ば
、

甚
だ
明
瞭
で
あ
ら
う
が
、
當
時
に
在
つ
て
は
、
變
則
の
方
が
讀
書
力
を
養

0

0

0

0

0

成
す
る
上
に
於
い
て
遥
か
に
優
つ
て
ゐ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
稱
せ
ら
れ
て
ゐ（

28
）た。

こ
の
後
段
に
は
「
こ
れ
（
輪
講
─
筆
者
）
に
よ
つ
て
讀
書
力
が
非
常
に
進
ん
だ

こ
と
は
爭
は
れ
ぬ
。
近
来
の
や
う
に
一
教
室
に
多
人
数
を
詰
め
込
ん
で
大
量
教

授
を
す
る
場
合
に
は
と
て
も
こ
ん
な
方
法
を
適
用
す
る
こ
と
を
得
な
い
が
（
中

略
）
こ
れ
（
輪
講
─
筆
者
）
を
斟
酌
し
た
何
等
か
の
法
を
講
じ
た
な
ら
ば
學
生

の
讀
書
力
を
進
む
る
上
に
大
い
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
あ
ら
う
か
と
思
つ
て
い

る
」
と
あ（

29
）る。
実
用
英
語
の
習
得
、
発
音
の
学
習
は
い
ざ
し
ら
ず
、
と
り
わ
け

「
読
書
力
」
の
向
上
に
は
、「
輪
講
」
を
軸
と
す
る
「
變
則
」
の
読
書
機
会
が
、

「
當
時
」
の
み
な
ら
ず
、
時
を
超
え
て
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
平
沼
が
認
識
し

て
い
た
こ
と
を
示
そ
う
。

　
『
鶴
峯
漫
談
』
に
は
「
輪
講
」
の
仕
方
に
関
す
る
具
体
的
叙
述
が
あ
り
、「
白

點
」「
黒
點
」
を
用
い
て
の
学
力
の
優
劣
の
明
示
を
常
と
す
る
「
輪
講
」
は
、

参
加
者
を
し
て
「
戰
場
に
出
る
眞
劍
味

0

0

0

0

0

0

0

0

を
以
て
教
室
に
出
」
る
こ
と
、「
ロ
ン

ド
ン
條
約
案
」
検
討
の
「
委
員
會
に
於
け
る
首
相
外
相
海
相
の
席
に
出
る
前
」

の
ご
と
き
の
「
苦
労
」
を
強
い
る
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
平
沼
自
身
「
質
問
攻

め
で
泣
い
た
こ
と
が
廔
あ
つ
た
」
と
述
懐
す（

30
）る。「

輪
講
」
と
い
う
「
制
度
」

の
実
相
を
描
写
す
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
制
度
が
、
ど
の
よ
う
な
水
準
の
知
的

「
習
慣
」
を
醸
成
し
得
た
か
を
も
示
唆
し
よ
う
。

　

石
河
幹
明
『
福
澤
諭
吉
伝
』
に
は
、
永
田
健
助
に
よ
る
慶
應
義
塾
萌
芽
期
、

新
銭
座
時
代
の
英
学
学
習
の
様
子
の
描
写
も
載
せ
る
が
、
以
下
の
よ
う
に
あ

る
。

輪
講
と
く
る
と
、
な
か
〳
〵
一
時
間
や
二
時
間
で
は
済
ま
ぬ
、
大
抵
午
前

が
素
読
講
義
時
間
で
、
午
後
に
輪
講
を
始
め
る
例
で
、
必
ず
夕
刻
ま
で
掛

る
。
学
力
を
錬
磨
し
た
の
は
即
ち
輪
講

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
漢
学
伝
来
の

0

0

0

0

0

輪
講
と
同
一
の
方
法

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
つ
て
、
同
級
生
一
同
集
ま
り
、
各
生
一
ペ
ー
ジ

な
り
、
半
ペ
ー
ジ
な
り
受
持
を
定
め
、
其
文
義
を
解
釈

0

0

0

0

0

0

す
る
の
で
、
甲
が

受
持
を
誤
解
す
れ
ば
乙
に
迴
は
し
、
乙
が
こ
れ
を
正
解
す
れ
ば
、
甲
は
黒

点
、
乙
は
白
点
を
取
る
仕
組
で
あ
る
。
若
し
乙
も
亦
誤
れ
ば
丙
に
迴
は

し
、
丙
も
否
な
れ
ば
丁
に
、
終
に
末
席
者
ま
で
迴
は
り
、
其
者
が
首
尾
よ

く
遂
行
す
れ
ば
、
一
同
が
黒
点
を
付
せ
ら
れ
て
、
其
者
独
り
白
点
を
取
る

の
で
、
優
勝
劣
敗
覿
面
に
判
明
し
、
其
の
結
果
は
学
級
の
昇
降
は
勿
論
の

こ
と
、
月
末
寄
宿
席
を
換
ゆ
る
と
き
の
良
席
先
取
権
に
ま
で
関
係
を
及
ぼ
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す
か
ら
、
会
読
の
た
め
に
惰
生
さ
へ
も
勉
強

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
た
。
こ
れ
が
た
め
深
夜
寝

0

0

0

静
り
た
る
頃
窃
か
に
書
を
繙
き
思
を
凝
ら
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

徒
も
随
分
あ
つ（

31
）た。

　

こ
こ
で
も
、
黒
点
白
点
を
も
っ
て
の
競
争
原
理
を
内
包
し
た
輪
講
の
様
子
が

語
ら
れ
る
が
、
と
く
に
、「
輪
講
」
が
「
文
義
解
釈
」
の
精
微
を
目
指
し
た
独

力
で
の
入
念
な
下
準
備
を
前
提
と
す
る
点
に
い
ま
一
度
着
目
し
た
い
。
箕
作
の

「
三
叉
学
舍
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
様
子
が
、『
鶴
峯
漫
談
』
に
語
ら
れ

て
い
る
。

今
日
行
は
れ
て
い
る
教
育
教
授
の
方
法
を
觀
る
と
、
教
授
は
多
數
學
生
の

興
味
を
惹
く
こ
と
を
主
と
し
、
學
生
は
學
校
の
教
室
で
學
ん
だ
こ
と
を
、

そ
の
場
限
り
に
放
擲
し
去
つ
て
、
更
ら
に
復
習
を
し
な
い
の
が
少
な
か
ら

ず
あ
る
。
小
生
ど
も
は
そ
の
日
そ
の
日
の
課
業
を
了
へ
て
家
に
帰
る
と
、

必
ら
ず
先
づ
復
習

0

0

0

0

0

0

0

を
し
た
。
復
習
は
業
餘
の
業
で
は
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
、
日
課
の
一

0

0

0

0

つ0

に
定
ま
つ
て
ゐ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
翌
日
教
授
を
受
く
べ
き

學
科
に
就
い
て
は
下
見
を
缺
か
さ
な
か
つ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
下
見
と
い
ふ
の
は
今
日
の

語
で
い
ふ
と
豫
習
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
豫
習
を
し
て
教
場
に
臨
ま
な
い

と
非
常
な
後
れ
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
（
中
略
）
箕
作
塾
の
項

で
、
輪
講
の
こ
と
を
い
つ
て
置
い
た
が
、
そ
の
席
に
出
る
前
に
は
必
ら
ず

豫
習
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
豫
習
と
い
つ
て
も
た
ヾ
尋
常
一
様
の
豫
習

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
止
ら
ず

0

0

0

0

し
て
、
か
く
質
問
の
矢
を
放
た
れ
る
ば
か
う
答
辯
し
や
う
、

あ
ヽ
難
詰
0

0

さ
る
れ
ば
、
ど
う
突
破
し
よ
う
と
い
ふ
こ
と
に
腐
心
焦
慮

0

0

0

0

し
た

の
で
あ
つ
た
。
幾
遍
と
な
く
字
書
を
繙
閲

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る
。
何
回
と
な
く
語
句
の
解

0

0

0

0

0

0

0

0

0

釋
を
考
へ
直
す

0

0

0

0

0

0

。
並
大
抵
の
苦
労
で
は
な
か
つ
た
。
し
か
し
日
夕
0

0

倦0

怠
な
0

0

く
従
事

0

0

0

し（
32
）た。

　

こ
こ
で
上
の
述
懐
を
、
と
く
に
第
一
節
で
検
討
し
た
『
讀
書
準
縄
』
に
お
け

る
学
習
指
南
に
鑑
み
て
考
察
し
よ
う
。
平
沼
は
、
下
見
（
予
習
）
は
「
た
ゞ
尋

常
一
様
の
豫
習
」
で
は
な
く
、「
難
詰
」
に
適
宜
対
応
す
べ
く
「
腐
心
焦
慮
」、

周
到
な
字
句
・
語
句
の
意
味
の
精
査
、
解
釈
が
不
可
欠
の
課
程
で
あ
っ
た
と
述

懐
す
る
。
こ
れ
即
ち
『
讀
書
準
縄
』「
下
見
」
の
項
に
お
け
る
「
一
字
云
云
ノ

文
義
ヲ
明
ラ
メ
、
能
語
勢
ヲ
看
テ
一
字
一
句
ノ
軽
重
ヲ
認
得
テ
、
某
ノ
句
ハ
某

ノ
句
ヨ
リ
生
シ
、
某
ノ
字
ハ
某
ノ
字
ト
照
應
ス
ル
ヲ
看
」
る
べ
し
と
の
指
南
と

通
じ
る
。
平
沼
が
怠
ら
ず
行
っ
た
と
す
る
「
復
習
」
は
「
日
課
の
一
つ
」
で
、

「
業
餘
の
業
で
は
な
」
か
っ
た
と
す
る
が
、
こ
れ
も
、
自
省
的
に
間
違
い
を
問

い
詰
め
る
復
習
を
講
義
当
日
の
夜
に
行
う
こ
と
を
指
南
す
る
『
讀
書
準
縄
』
の

「
復
読
」
に
通
じ
る
。
そ
し
て
、「
輪
講
」
で
あ
る
。
平
沼
の
い
う
「
戰
場
に
出

る
眞
劍
味
」、「
首
相
外
相
海
相
の
席
に
出
る
前
」
の
ご
と
き
の
「
苦
労
」
を
強

い
る
性
質
の
輪
講
は
、『
讀
書
準
縄
』
に
て
質
講
が
「
婦
女
ノ
衣
ヲ
洗
フ
」
ご

と
き
の
鍛
錬
に
譬
え
ら
れ
、
足
で
踏
み
つ
け
揉
み
し
ご
き
、「
垢
ヲ
去
リ
」
清

水
で
濯
ぐ
ご
と
き
要
領
で
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
、
質
講
が
「
師
友
ニ
痛
ク
戒
メ

ラ
ル
ヽ
」「
眞
劔
勝
負
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
相
通
じ
よ
う
。
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平
沼
は
、
箕
作
、
菊
池
大
麓
ら
と
同
じ
津
山
藩
出
身
、
石
河
は
水
戸
藩
士
で

あ
る
。
津
山
藩
「
修
道
館
」
の
「
教
則
」
二
「
授
業
方
法
」
に
は
、「
素
讀
會0

讀
復
讀

0

0

0

獨
見
等
ノ
法
ヲ
定
メ
秩
然
進
學
ノ
序
ヲ
紊
サ
ス
其
學
力
ノ
進
ム
モ
ノ
ハ

復
講
輪
講
0

0

等
ヲ
ナ
サ
シ
ム
」
と
あ
り
、
そ
の
後
段
に
「
階
級
ヲ
立
テ

0

0

0

0

0

名
札
ヲ
掲

ケ
勤
惰
ニ
ヨ
リ
之
ヲ
上
下
シ
競
進
セ
シ
メ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

倦
マ
サ
ラ
ン
」
と
記
さ
れ
て
い（

33
）る。

津
山
藩
で
『
讀
書
準
縄
』
が
用
い
ら
れ
た
形
跡
は
管
見
の
限
り
な
く
、
右
の

「
教
則
」
も
同
書
の
ご
と
く
読
法
、
会
講
の
や
り
方
を
事
細
か
に
説
く
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
平
沼
の
回
顧
は
、
津
山
藩
藩
学
に
お
け
る
周
到
な
学
習
の
奨

励
装
置
と
し
て
の
競
争
的
会
読
課
程
の
存
在
を
推
知
さ
せ
る
に
十
分
と
い
え
よ

う
。

　

か
よ
う
な
、「
競
争
」
を
介
在
さ
せ
た
会
読
、
輪
講
、
復
講
と
い
っ
た
学
習

課
程
が
、
北
は
仙
台
、
米
沢
、
会
津
の
諸
藩
か
ら
、
松（

34
）代、
前
橋
、
関
宿
、
掛

川
、
浜
松
、
加
賀
、
大
野
（
越
前
）、
淀
、
神
戸
（
伊
賀
）、
竜
野
、
松
江
、
さ

ら
に
は
九
州
の
福
岡
、
佐
賀
、
熊
本
な
ど
、
日
本
全
国
の
多
く
の
藩
学
の
学
習

課
程
と
し
て
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
前
田
勉
の
研
究
で
も
例
証
さ
れ

て
い（

35
）る。
備
中
井
原
の
「
興
譲
館
」
は
明
治
初
期
の
民
権
運
動
家
を
多
く
輩
出

し
た
一
橋
領
の
郷
校
で
あ
る
が
、
初
代
塾
長
阪
谷
朗
廬
の
手
に
よ
る
学
規
に
あ

た
る
も
の
と
し
て
「
家
塾
生
ニ
示
ス
心
得
書
」「
興
譲
館
詩
文
会
規
約
」
が
あ

（
36
）り、
後
者
に
は
以
下
が
あ
る
。

席
上
、
題
ヲ
発
ス
ル
モ
亦
、
宿
題
ノ
数
ノ
如
ク
シ
韻
分
ノ
字
ヲ
ト
ル
、
詩

家
、
文
ヲ
為
リ
、
文
家
、
詩
ヲ
為
ル
、
唯
、
興
ノ
適
ス
ル
所
、
必
ズ
シ
モ

拘
束
セ
ズ
。
既
ニ
成
リ
、
輪
観
ノ
後
、
各
人
携
ヘ
帰
リ
、
推
敲
錬
磨
、
後

会
ノ
期
ニ
至
リ
テ
宿
題
ト
与
ニ
連
写
シ
、
再
ビ
携
ヘ
テ
席
ニ
上
リ
、
之
ヲ

会
幹
ニ
付
ス
（
中
略
）
宿
題
詩
文
成
ラ
ザ
ル
者
ハ
、
贖
フ
ニ
茶
菓
、
或
ハ

下
物
一
品
ヲ
以
テ
シ
、
会
ニ
当
リ
テ
親
シ
ク
携
ヘ
テ
以
テ
歓
ヲ
助
ケ
、
其

ノ
会
セ
ズ
シ
テ
、
専
价
鳴
謝
セ
ザ
ル
者
ハ
、
同
社
督
責
シ
、
罰
ハ
其
ノ
宜

シ
キ
ニ
随
ヒ
、
席
上
ノ
作
成
ラ
ザ
ル
者
ハ
、
罰
ス
ル
ニ
、
一
大
盃
ヲ
以
テ

シ
…（

37
）…

　

こ
れ
は
特
定
の
書
物
の
「
会
読
」
で
は
な
く
、
各
々
の
作
品
の
「
輪
観
」
に

関
す
る
規
約
で
あ
る
が
、
参
加
者
全
員
で
の
作
品
の
論
評
、
そ
れ
を
参
考
に
し

な
が
ら
の
「
帰
り
視
」、「
推
敲
錬
磨
」
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。『
讀
書
準
縄
』

の
激
烈
な
学
習
指
導
に
比
べ
る
と
、
詩
文
の
宿
題
を
忘
れ
た
者
が
そ
れ
を
「
贖

フ
ニ
茶
菓
」、「
鳴
謝
」
の
な
い
者
に
対
し
て
は
「
督
責
シ
」
と
あ
る
も
「
罰
ハ

其
ノ
宜
シ
キ
ニ
随
ヒ
」、「
罰
ス
ル
ニ
、
一
大
盃
ヲ
以
テ
」
す
る
な
ど
、
随
分
と

ゆ
る
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
に
も
、
作
品
を
会
員
の
間
で
「
輪
観
」

し
、「
帰
り
視
」
に
て
「
推
敲
錬
磨
」
し
、「
後
会
ノ
期
ニ
至
リ
テ
宿
題
ト
与
ニ

連
写
」、「
再
ビ
携
ヘ
テ
席
ニ
上
」
る
こ
と
が
規
約
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

前
田
も
引
く
掛
川
藩
の
「
經
誼
館
掲
示
」
に
「
問
難
論
究
」「
問
難
討
論
」

が
標
榜
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
腐
心
焦
慮
」
を
強
要
す
る
「
質
問
の
矢
」「
難

詰
」
を
日
常
と
す
る
平
沼
の
学
習
環
境
を
思
い
起
こ
さ
せ
、「
疑
ヒ
有
ラ
バ
必
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ズ
問
ヒ
、
問
ヒ
有
ラ
バ
必
ズ
窮
メ
、
窮
メ
ザ
レ
バ
措
カ
ザ
ル
ナ
リ
」（
同
「
掲

示
」）
と
の
文
言
は
、
こ
れ
が
幕
末
考
証
学
の
大
家
松
崎
慊
堂
の
手
に
よ
る
に

お
い
て
は
必
然
と
も
い
え
る
が
、「
窮
メ
ザ
レ
バ
措
カ
ザ
ル
」
学
習
態
度
は

「
意
義
の
解
釋
」
に
「
渾
身
の
力
を
入
れ
」、「
微
細
の
點
も
輕
々
看
過
し
な
か

つ
た
」
と
の
平
沼
の
述
懐
に
相
通
じ
る
。
さ
ら
に
は
、
第
一
節
で
検
討
し
た

『
讀
書
準
縄
』
で
力
説
さ
れ
る
学
習
法
と
軌
を
一
に
す
る
。
幕
末
の
漢
学
学
習

は
、
崎
門
、
徂
徠
、
折
衷
、
考
証
と
い
っ
た
学
統
学
派
を
問
わ
ず
、
密
度
の
濃

い
考
究
、
討
究
を
必
須
と
す
る
も
の
で
あ
っ（

38
）た。

　

こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
が
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
知
的
習
慣
0

0

に
注
意
を
払

い
た
い
。
た
し
か
に
、
平
沼
自
身
「
正
則
式
の
方
面
に
於
い
て
は
」「
小
生
は

い
つ
も
劣
等
の
地
位
に
在
つ
た
」
と
吐
露
す
（
39
）る

よ
う
に
、「
漢
学
修
習
の
遺

風
」
で
あ
る
「
變
則
」
の
英
語
学
習
は
、
実
用
的
英
語
の
習
得
に
は
あ
ま
り
役

に
立
た
な
い
も
の
で
あ
っ（

40
）た。

し
か
し
こ
こ
で
は
、
言
語
習
得
の
方
法
と
し
て

の
意
味
よ
り
も
、
も
っ
と
根
底
的
な
知
的
基
盤
と
し
て
の
意
味
に
着
目
し
た

い
。
た
と
え
ば
以
下
の
西
周
の
論
は
、
本
稿
で
考
察
し
た
ご
と
き
の
儒
学
（
そ

し
て
後
に
は
英
学
）
の
学
習
過
程
に
培
わ
れ
る
素
養
が
い
か
な
る
意
味
で
重
要

か
を
考
え
る
に
示
唆
的
で
あ
る
。

余
近
日
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
ノ
性
理
書
ヲ
読
ミ
、
感
ズ
ル
所
ア
リ
。（
中
略
）

旅
客
佐
兵
官
ワ
ル
ポ
ー
ル
ノ
言
ニ
、
三
維
斯
（
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
）
島
ノ

住
民
ニ
就
テ
其
授
業
師
ノ
発
見
セ
ル
事
ア
リ
。
其
土
人
ノ
教
育
、
早
歳
ニ

在
テ
ハ
固
ヨ
リ
高
上
ノ
学
問
ニ
非
ズ
シ
テ
、
唯
記
性
ノ
好
キ
ト
暗
誦
復
読

等
ノ
事
ニ
止
ル
ト
雖
モ
、
其
進
歩
甚
ダ
速
カ
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
、
是
ニ
継

テ
思
慮
ノ
能
力
ヲ
練
熟
ス
ル
コ
ト
ナ
シ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ト
。
是
、
其
人
単
素
ナ
ル
念
ハ
容

0

0

0

0

0

0

0

易
ニ
受
ケ
得
ル

0

0

0

0

0

0

ト
雖
モ
、
組
織
セ
ル
念
慮

0

0

0

0

0

0

ハ
之
ヲ
作
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ナ

リ
（
中
略
）
黒
児
ハ
白
児
ニ
比
ス
ル
ニ
智
ノ
前
進
敏
捷
ナ
リ
ト
。
然
ル
ニ

後
来
ニ
至
リ
心
意
開
発
セ
ズ
、
是
唯
樹
ニ
シ
テ
能
実
ヲ
結
ベ
ド
モ
熟
セ
ザ

ル
ガ
如
シ
ト
。
又
ア
ン
ダ
マ
ン
島
ノ
児
童
ノ
事
ヲ
記
セ
ル
書
ニ
モ
、
其
児

童
言
語
ヲ
覚
エ
テ
之
ヲ
反
復
ス
ル
ハ
速
カ
ニ
且
容
易
ナ
レ
ド
モ
、
此
語
ヲ

相
通
ジ
タ
ル
観
念
ヲ
以
テ
結
合

0

0

0

0

0

0

0

ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
ト
（
中
略
）
新
西
蘭

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
─
筆
者
）
人
ノ
如
キ
、
発
明
ノ
才
智
ナ
ク
概
括
ノ
観

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

念
ナ
シ

0

0

0

。
然
ル
ニ
初
学
ニ
ハ
差
支
ア
ル
ニ
非
ズ
。
十
歳
許
ノ
小
児
ハ
英
ノ

小
児
ヨ
リ
一
層
敏
捷
ナ
レ
ド
モ
、
唯
高
キ
能
力
ヲ
発
達
ス
ル
ニ
ハ
英
児
ト

均
シ
ク
教
授
ス
可
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
凡
テ
此
等
ノ
事
並
ニ
瑣
細
ナ
ル
事
ニ
就

テ
精
微
ナ
ル
理
ヲ
穿
鑿
ス
ル
論
弁
ヲ
理
会
ス
ル

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ハ
我
々
ニ
テ
モ
力
ノ
及
バ

ザ
ル
コ
ト
屡
コ
レ
ア
ル
ガ
如
ク
、
其
理
由
ハ
智
力
単
素
ナ
ル
ヲ
以
テ
知
覚

ス
ベ
キ
関
係
ノ
夾
雑
組
織
セ
ル
者
ニ
相
応
給
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ニ
在（

41
）リ

　

こ
こ
に
指
摘
さ
れ
る
民
族
ご
と
の
「
能
力
」
の
特
徴
と
そ
の
優
劣
に
関
す
る

十
九
世
紀
的
見
解
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
西
の
理
解
に
つ
い
て
、
今
は
そ
の
是
非

は
問
わ
な
い
。
注
目
し
た
い
の
は
、
現
地
人
（〝
土
人
〟）
の
特
徴
と
し
て
、「
思

慮
ノ
能
力
ヲ
練
熟
ス
ル
コ
ト
ナ
」
き
こ
と
、「
組
織
セ
ル
念
慮
」
の
欠
如
、「
後
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来
ニ
至
」
っ
て
の
「
心
意
開
発
」
な
き
こ
と
、
実
を
結
べ
ど
も
熟
せ
ざ
る
こ

と
、「
観
念
ヲ
以
テ
結
合
」
す
る
に
能
わ
ぬ
こ
と
、「
概
括
ノ
観
念
」
な
き
こ
と

等
が
、
負
の
特
徴
と
し
て
列
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
西
は
右
の
論
に
続
け

て
、〝
創
造
発
明
の
源
〟（
支
那
と
ギ
リ
シ
ャ
）
と
辺
境
諸
国
家
（
西
欧
と
日
本
）

と
の
知
的
関
係
に
つ
い
て
述
べ
、
辺
境
諸
国
家
は
〝
発
明
源
〟
国
を
「
師
と
せ

ざ
る
を
得
ず
」
と
雖
も
、「
唯
踏
襲
模
倣
」
を
そ
の
責
務
と
す
べ
き
で
は
な

く
、「
前
段
ニ
云
ヘ
ル
早
歳
能
語
ヲ
記
ス
レ
ド
モ
結
合
ノ
力
乏
シ
キ
者
」（
即
ち

西
の
い
う
と
こ
ろ
の
〝
土
人
〟
の
国
の
人
々
）
に
対
し
、
辺
境
諸
国
の
人
々
の
責

務
と
し
て
の
、
応
用
段
階
、
高
等
な
次
元
で
の
知
的
営
為
へ
の
従
事
を
示
唆

し
、
そ
の
中
で
右
の
タ
ー
ム
が
想
起
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
の
西
の
、
支
那
・
ギ
リ
シ
ャ
＝
「
早
歳
能
語
を
記
す
」
／
日
・
西
欧

＝
「
結
合
ノ
力
乏
シ
キ
者
ニ
非
ル
」
と
す
る
比
喩
は
、
か
な
り
の
飛
躍
と
い

え
、
誤
謬
と
す
ら
い
え
よ
う
。
し
か
し
、「
実
ヲ
結
」
ぶ
の
み
と
「
熟
」
す
こ

と
の
差
異
、
初
等
教
育
段
階
で
の
暗
誦
、
反
復
能
力
と
「
観
念
ヲ
以
テ
結
合
」

す
る
能
力
の
違
い
を
明
瞭
に
示
し
、「
早
歳
ニ
在
テ
」「
其
進
歩
甚
ダ
速
カ
ナ
」

る
こ
と
、「
単
素
ナ
ル
念
」
へ
の
対
置
概
念
と
し
て
各
々
「
思
慮
ノ
能
力
」
の

「
練
熟
」、「
組
織
セ
ル
念
慮
」
の
語
彙
を
用
い
て
対
比
さ
せ
た
点
は
重
要
で
あ

る
。

　

平
沼
ら
の
述
懐
に
話
を
戻
そ
う
。
既
に
指
摘
し
た
が
、
平
沼
は
、「
讀
書
力

を
養
成
す
る
」
に
お
い
て
は
「
漢
學
修
習
の
遺
風
」
を
「
継
承
」
す
る
学
習
法

が
「
遥
か
に
優
つ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
英
語
の
実
用
性
は
さ
て
お
き
、
文

義
、
字
義
の
精
微
な
理
解
に
む
け
て
は
、
漢
学
の
「
修
習
」
課
程
に
一
般
的
で

あ
っ
た
学
習
の
「
仕
方
」
が
有
効
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
即
ち
周
到
な

字
句
、
語
句
理
解
な
ど
の
下
準
備
の
辛
苦
の
過
程
に
お
い
て
培
わ
れ
た
も
の
と

い
え
よ
う
。
石
河
も
、「
深
夜
寝
静
り
た
る
頃
窃
か
に
書
を
繙
き
思
を
凝
ら

す
」
ま
で
の
周
到
な
準
備
の
常
態
化
を
い
う
が
、
こ
れ
も
漢
学
世
界
で
の
「
輪

講
」
と
い
う
「
制
度
」
が
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
「
師
弟
共
に
渾
身
の
力
を
入
れ

て
、
微
細
の
點
も
輕
々
看
過
し
な
」
い
「
漢
學
修
習
の
遺
風
」
で
あ
り
、「
共

有
」
の
「
知
的
習
慣
」
醸
成
の
慣
習
的
側
面
と
し
て
看
過
で
き
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。
菊
池
（
箕
作
）
大
麓
も
同
様
の
見
解
を
示
す
。

月
六
回
輪
講
が
あ
つ
て
、
其
輪
講
に
は
或
一
人
か
讀
ん
て
其
意
味
を
講
ず

る
。
さ
う
す
る
と
其
他
の
者
が
そ
れ
に
問
を
か
け
る
。
そ
れ
で
其
講
じ
た

者
の
言
ふ
こ
と
と
説
が
違
へ
ば
反
對
の
説
を
述
べ
る
。
さ
う
し
て
そ
れ
が

正
し
け
れ
ば
其
人
に
白
點
を
つ
け
て
講
し
た
人
に
黒
點
が
つ
く
（
中
略
）

動
詞
に
付
い
て
總
て
の
變
化
を
聞
く
、
此
不
定
法
は
何
で
あ
る
か
、
半
過

去
の
二
人
稱
の
單
數
は
何
ん
で
あ
る
か
と
い
ふ
や
う
な
風
に
一
々
問
を
か

け
る
と
い
ふ
や
り
方
で
あ
り
ま
し
た
（
中
略
）
此
等
の
方
法
は
今
日
の
方

法
よ
り
は
或
る
點
に
於
て
は
良
い
と
考
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
兎
に
角
今

日
の
教
へ
方
は
極
く
淺
い
教
へ
方
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
る
の
で
あ

り
ま（

42
）す。
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菊
池
は
続
け
て
「
生
徒
に
十
分
書
物
を
讀
ま
」
せ
る
こ
と
、「
其
書
物
の
意

味
」
の
吟
味
、「
讀
書
に
依
て
智
識
を
得
る
」、「
力
を
養
成
す
る
や
う
な
方
法

（
輪
講
）」
の
必
要
性
を
説
く
。「
輪
講
」
が
効
果
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
い
う
が
、

な
ぜ
効
果
的
で
あ
っ
た
か
。「
十
分
書
物
を
読
ま
」
せ
る
こ
と
、「
一
々
問
を
か

け
」
る
こ
と
が
、「
智
識
」、「
力
を
養
成
す
る
」
と
し
、「
極
く
深
く
教
へ
込

む
」
こ
の
学
習
方
法
が
、
平
沼
と
同
様
に
「
今
日
の
方
法
よ
り
は
或
る
點
に
於

て
は
良
い
」
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、『
讀
書
準
縄
』

の
、「
朋
友
に
も
質
問
せ
よ
」「
三
度
モ
四
度
モ
質
講
セ
ヨ
」
と
の
指
南
に
通
じ

る
。

小　

括

　

前
田
勉
に
よ
る
会
読
と
い
う
学
習
課
程
の
も
つ
意
義
、
そ
の
幕
末
期
に
お
け

る
本
格
化
と
処
士
横
議
活
発
化
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
指
摘
は
ま
こ
と
に
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
会
読
が
蘭
学
学
習
、
幕
末
の
英
学
学
習
の
学
習
課
程
の
中
枢

に
位
置
づ
い
て
い
た
こ
と
に
関
す
る
茂
住
の
指
摘
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。
さ
ら

に
は
、
等
級
制
、
学
級
制
の
寛
政
期
以
降
の
藩
学
教
育
に
お
け
る
普
及
も
教
育

史
諸
研
究
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
会
読
が
、
前
田
勉
の
主
張
す
る
「
処
士

横
議
」
の
前
提
と
な
っ
た
か
ど
う
か
は
、
前
田
が
援
用
す
る
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー

バ
ー
マ
ス
の
公
共
性
論
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
が
前
提
と
す
る
共
同
体
の

在
り
方
の
再
検
討
も
含
め
、
今
後
、
別
次
元
で
の
論
証
が
必
要
と
な
ろ
う
。
し

か
し
、
周
到
な
字
句
、
語
句
理
解
な
ど
の
下
準
備
を
前
提
と
す
る
下
見
、
容
赦

の
な
い
質
疑
応
答
を
旨
と
す
る
輪
講
課
程
、
そ
し
て
返
り
見
も
含
め
た
競
争
的

勉
学
を
奨
励
し
た
〝
旧
来
の
〟
漢
学
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
は
、
修
学
す
る
者
を
し

て
た
だ
安
穏
と
師
の
後
を
追
っ
て
読
誦
す
る
、
師
に
言
わ
れ
た
と
こ
ろ
を
、
言

わ
れ
た
と
お
り
に
丸
覚
え
す
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
そ
う
で
は
な

く
、
自
ら
字
義
、
文
意
を
鋭
意
探
索
し
、
十
全
な
る
根
拠
を
基
盤
に
「
観
念
ヲ

以
テ
」「
結
合
」、「
概
括
」
す
る
と
い
っ
た
作
業
も
内
包
し
た
、
演
繹
と
帰
納

と
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
合
理
的
に
総
合
す
る
能
力
を
必
須
と
す
る
知
的
営
み

へ
の
従
事
を
強
い
る
。
そ
れ
は
、「
練
熟
」、「
念
慮
」、「
熟
せ
」
る
思
考
力
と

い
っ
た
も
の
を
内
包
す
る
「
隠
然
た
る
知
的
習
慣
0

0

」
を
醸
成
す
る
装
置
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
は
、『
讀
書
準
縄
』『
授
業
編
』、
そ
し
て
幾
つ
か
の

藩
学
の
学
習
規
定
に
顕
わ
れ
る
知
的
方
法
は
、
こ
の
よ
う
な
側
面
に
お
い
て
、

慶
應
義
塾
、
三
叉
学
舍
な
ど
の
英
学
塾
に
お
い
て
発
展
的
に
継
承
さ
れ
た
。
そ

し
て
こ
れ
ら
が
、
明
治
初
期
知
識
層
の
知
性
的
特
性
を
規
定
し
、
知
的
基
盤
を

醸
成
し
て
い
っ
た
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

〈
†
〉　

本
稿
で
は
、
学
術
・
教
育
機
関
に
お
け
る
一
定
の
学
習
・
作
業
の
順
序
や
内
容
に

言
及
す
る
場
合
、
と
り
わ
け
特
定
の
教
育
機
関
・
場
所
、
学
習
・
作
業
の
範
囲
・
順
序

に
言
及
す
る
場
合
は
「
課
程
」
を
、
ひ
ろ
く
物
事
の
発
展
、
変
化
の
進
行
或
は
様
相
に

つ
い
て
言
及
す
る
場
合
、
ま
た
は
概
括
的
な
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
・
内
容
に
言
及
す
る
場

合
は
「
過
程
」
を
用
い
る
。
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
、
二
○
○
一

年
）
に
お
い
て
は
、「
過
程
」
と
は
「
物
事
の
生
成
、
変
化
、
発
展
の
進
行
し
つ
つ
あ
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る
様
相
。
ま
た
、
経
過
す
る
一
連
の
道
す
じ
や
現
象
」、「
物
事
の
、
連
関
的
で
合
法
的

な
進
行
」
と
さ
れ
、「
課
程
」
は
「
学
校
な
ど
で
、
あ
る
一
定
期
間
に
割
り
当
て
て
行

わ
せ
る
、
学
習
・
作
業
の
範
囲
」
な
ど
と
、
特
定
の
学
術
・
教
育
機
関
に
お
け
る
限
定

的
な
学
習
・
範
囲
を
示
す
。
本
稿
は
こ
れ
に
準
じ
て
こ
れ
ら
の
語
を
用
い
る
。

〈
§
〉　

本
稿
で
は
原
則
、
原
文
の
字
句
が
正
字
体
の
場
合
は
そ
れ
を
用
い
、
そ
れ
以
外
は

略
字
体
を
用
い
た
。
引
用
テ
ク
ス
ト
に
正
・
略
字
双
方
併
出
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ

の
場
合
は
テ
ク
ス
ト
に
用
い
ら
れ
た
字
体
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
（
例
：『
讀
書
準

縄
』「
シ
ッ
カ
リ
ト
読
切
ル
様
ニ
讀
ム
ベ
シ
」〈
二
ウ
〉）。
句
読
点
の
な
い
引
用
文
に
関

し
て
は
筆
者
が
適
宜
そ
れ
を
付
し
た
。
ま
た
、
原
文
に
「
漢
字
送
り
」
が
使
用
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
そ
の
ま
ま
引
用
し
（
例
：『
讀
書
準
縄
』
に
は
た
び
た
び
「
云
々
」
を

「
云
云
」
と
記
す
が
、
こ
れ
の
引
用
は
原
典
の
ま
ま
と
す
る
）、
か
な
文
字
も
原
則
原
文

の
ま
ま
用
い
た
（
例
：『
讀
書
準
縄
』
に
は
「
シ
ツ
カ
リ
ト
」
と
「
シ
ッ
カ
リ
ト
」
を

併
用
す
る
箇
所
あ
り
）。

註（
１
）　

こ
れ
に
関
し
て
は
多
方
面
か
ら
の
議
論
が
あ
る
。
た
と
え
ば
前
田
愛
『
近
代
読
者

の
成
立
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）、
中
村
春
作
『
江
戸
儒
教
と
近
代
の
「
知
」』

（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
○
○
二
年
、
と
く
に
第
三
章
）
は
、
明
治
初
期
知
識
層
が
幕
末
期

に
う
け
た
素
読
の
訓
練
の
も
た
ら
す
知
的
素
地
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
辻
本
雅
史

『「
学
び
」
の
復
権
：
模
倣
と
習
熟
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
九
年
、
二
○
一
二
年
に
岩

波
現
代
文
庫
版
刊
行
）
は
、
と
く
に
江
戸
中
期
以
降
の
学
習
方
法
の
特
徴
を
詳
察
、
同

『
思
想
と
教
育
の
メ
デ
ィ
ア
史
：
近
世
日
本
の
知
の
伝
達
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
○
一
一

年
）
も
示
唆
に
富
む
書
で
あ
る
。
前
田
勉
は
、
漢
学
学
習
課
程
の
枢
要
で
あ
っ
た
「
会

読
」
が
「
水
平
的
」
議
論
の
場
と
し
て
機
能
し
、
参
加
者
の
「
討
論
」
力
を
醸
成
、
さ

ら
に
は
会
読
の
場
に
お
け
る
議
題
が
経
書
解
釈
に
関
す
る
も
の
の
み
な
ら
ず
、
政
治
、

外
交
に
も
及
ぶ
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
に
幕
末
の
会
読
が
、
学
習
者
を
し
て
「
処
士
横

議
」
を
可
能
な
ら
し
め
る
基
盤
と
な
っ
た
と
す
る
。
前
田
『
江
戸
後
期
の
思
想
空
間
』

（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
○
○
九
年
）、
同
「
金
沢
藩
明
倫
堂
の
学
制
改
革
─
─
会
読
に
着
目

し
て
」（
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告　

人
文
・
社
会
科
学
編
〈
愛
知
教
育
大
学
〉、
第
五

八
号
〈
二
○
○
九
年
〉）。

　
　

尚
、
本
稿
は
こ
れ
ら
の
前
田
の
会
読
の
意
義
に
関
す
る
論
考
に
大
い
に
刺
激
を
う
け

た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
い
ま
一
度
会
読
課
程
も
含
め
た
漢
学
学
習
の
プ

ロ
セ
ス
の
詳
細
を
具
体
的
に
語
る
史
料
を
考
察
し
、
そ
の
意
義
を
筆
者
な
り
の
視
座
で

捉
え
直
す
こ
と
が
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　

茂
住
實
男
は
、
洋
学
塾
の
学
習
課
程
の
実
相
に
着
目
、
と
く
に
漢
学
学
習
方
法
の
一

つ
で
あ
る
「
会
読
」
が
そ
の
ま
ま
蘭
学
、
英
学
学
習
に
も
採
用
さ
れ
る
の
を
実
証
す
る

（
茂
住
『
洋
語
教
授
法
史
研
究
：
文
法
＝
訳
読
法
の
成
立
と
展
開
を
通
し
て
』〈
学
文

社
、
一
九
八
九
年
〉）。
ま
た
、
洋
語
の
習
得
に
漢
学
の
素
養
が
役
立
っ
た
と
す
る
の
は

中
村
正
直
、
西
周
ら
、
同
時
代
の
諸
学
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
２
）　

中
村
春
作
、
同
右
書
。

（
３
）　

い
う
ま
で
も
な
く
「
知
的
基
盤
」「
共
有
さ
れ
て
い
る
知
的
習
慣
」
と
い
っ
た
問

題
は
、
Ｆ
・
リ
ン
ガ
ー
ら
の
歴
史
社
会
学
（
と
く
に Ringer, Fritz K

., Fields of 

know
ledge: French academ

ic culture in com
perative perspective, 1890-1920, 

Cam
bridge U

niversity Press, 1992

〈
邦
訳
：
Ｆ
・
Ｋ
・
リ
ン
ガ
ー
著
、
筒
井
清
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忠
ほ
か
訳
『
知
の
歴
史
社
会
学
：
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
教
養 1890

～1920

』

〔
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
〕〉）
の
主
題
で
あ
り
、
中
村
、
前
掲
『
江
戸
儒

教
と
近
代
の
「
知
」』
も
、
分
析
視
角
の
策
定
に
こ
れ
ら
の
概
念
を
用
い
て
い
る
。

（
４
）　

リ
ン
ガ
ー
、
前
掲
『
知
の
歴
史
社
会
学
』、
一
四
頁
。

（
５
）　

た
と
え
ば Chartier, Roger, ed., Pratiques de la lecture, M

arseilles, Ri-

vages, 1985

（
邦
訳
：
Ｒ
・
シ
ャ
ル
チ
ェ
編
、
水
林
章
ほ
か
訳
『
書
物
か
ら
読
書
へ
』

〈
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
二
年
〉）、
同
、Lectures et lecteurs dans la France dʼ 

A
ncien R

égim
e, Paris, Editions du Seuil, 1987

（
邦
訳
：
Ｒ
・
シ
ャ
ル
チ
ェ
著
、

長
谷
川
輝
夫
、
宮
下
志
朗
共
訳
『
読
書
と
読
者
：
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
』〈
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
四
年
〉）、
同
（
福
井
憲
彦
訳
）『
読
書
の
文
化

史
：
テ
ク
ス
ト
・
書
物
・
読
解
』（
新
曜
社
、
一
九
九
二
年
。
シ
ャ
ル
チ
ェ
が
一
九
九

一
年
来
日
時
に
行
っ
た
講
演
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
翻
訳
。
内
容
的
に
は
、
シ
ャ
ル
チ
ェ

前
掲
書
（
二
点
と
も
）、
な
ら
び
に
同
、Cultural history: Betw

een practices 

and representations, Cam
bridge, Polity Press and Ithaca, Cornell U

niver-

sity Press, 1988 

と
の
共
通
点
多
し
）。
さ
ら
に
は
、M

cK
enzie, D

.F., Bibliogra-

phy and the sociology of texts, Cam
bridge, Cam

bridge U
niversity Press, 

1999

、Ringer, Fritz K
., T

ow
ard a social history of know

ledge: Collected 

essays,  N
Y

, Berghahn Books, 2000

、
同
、
前
掲
『
知
の
歴
史
社
会
学
』
な
ど
。

但
し
、Ringer, T

he decline of the G
erm

an m
andarins: T

he G
erm

an aca-

dem
ic com

m
unity, 1890-1933, Cam

bridge, M
ass., H

arvard U
niversity 

Press, 1969

は
緻
密
な
調
査
に
基
づ
く
論
考
で
あ
り
、
例
外
と
い
え
よ
う
。
し
か
し

こ
れ
も
、「
近
世
教
育
事
実
史
」
の
諸
研
究
の
よ
う
な
、
詳
密
な
実
証
研
究
と
は
性
質

の
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
６
）　

石
川
謙
『
近
世
教
育
に
お
け
る
近
代
化
的
傾
向
：
会
津
藩
教
育
を
例
と
し
て
』

（
講
談
社
、
一
九
六
六
年
）、
同
『
近
世
日
本
社
会
教
育
史
の
研
究
』（
青
史
社
、
一
九

七
六
年
。
初
版
は
一
九
三
八
年
）、
同
『
日
本
学
校
史
の
研
究
』（
小
学
館
、
一
九
六
○

年
）。
ま
た
、
武
田
勘
治
『
近
世
日
本
学
習
方
法
の
研
究
』（
講
談
社
、
一
九
六
九
年
）、

同
「
近
世
日
本
に
お
け
る
学
習
方
法
の
発
達
」（
日
本
教
育
学
会
編
『
教
育
学
論
集
』

第
一
〈
目
黒
書
店
、
一
九
五
一
年
〉）
な
ど
。

（
７
）　

前
掲
『
近
世
日
本
学
習
方
法
の
研
究
』。

（
８
）　

前
田
、
前
掲
『
江
戸
後
期
の
思
想
空
間
』、
と
く
に
第
二
章
。

（
９
）　

石
川
、
前
掲
『
近
世
教
育
に
お
け
る
近
代
化
的
傾
向
』
は
、
そ
の
主
題
が
示
す
と

こ
ろ
を
解
明
す
る
意
図
が
あ
ろ
う
。
こ
の
研
究
に
お
い
て
石
川
は
、「
競
争
原
理
」
の

導
入
、
質
疑
応
答
を
旨
と
す
る
「
会
読
」
の
積
極
的
導
入
等
、「
制
度
」
面
で
の
「
近

代
化
」
を
例
示
す
る
こ
と
に
お
い
て
は
成
功
を
収
め
て
い
よ
う
。
他
方
、
石
川
に
お
い

て
リ
ン
ガ
ー
ら
の
教
育
の
歴
史
社
会
学
的
業
績
、
知
見
は
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら

に
は
、
教
育
「
さ
れ
た
側
」
の
学
習
過
程
に
関
す
る
記
述
を
検
討
し
、
こ
れ
を
も
っ

て
、
企
図
さ
れ
た
学
習
方
法
が
ど
の
程
度
知
的
習
慣
の
醸
成
に
寄
与
し
た
か
を
検
討
す

る
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

（
10
）　

た
と
え
ば
「
学
問
を
使
っ
て
民
を
安
か
ら
し
め
、
世
を
救
う
」
の
が
徂
徠
学
の

「
ね
ら
い
」
と
す
る
よ
う
な
記
述
（
石
川
、
前
掲
『
日
本
学
校
史
の
研
究
』、
三
三
六

頁
）。「
安
民
」「
経
世
済
民
」
な
ど
は
、
学
統
を
問
わ
ず
等
し
く
儒
学
の
目
的
と
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
、
学
統
学
派
に
よ
る
差
異
は
全
く
別
の
次
元
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
と
く
に
十
八
世
紀
後
半
以
降
の
儒
学
世
界
に
お
い
て
は
、
程
朱
学
を

奉
じ
る
も
古
注
、
清
代
考
証
学
へ
の
一
定
程
度
の
通
暁
を
欠
如
さ
せ
て
は
こ
の
時
期
の

学
は
成
り
立
た
ず
、
逆
に
こ
の
時
期
の
考
証
学
者
に
、
詳
密
な
考
証
を
身
上
と
す
る
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も
、
た
と
え
ば
林
家
の
儒
者
と
は
少
し
異
な
る
次
元
で
の
社
会
的
能
動
性
を
標
榜
す
る

も
の
も
い
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
拙
著
『
幕
末
期
武
士
／
士
族
の
思
想
と
行
為
：
武
人

性
と
儒
学
の
相
生
的
素
養
と
そ
の
転
回
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
○
○
八
年
）、
と
く
に

第
八
章
、
結
論
を
参
照
願
い
た
い
。

（
11
）　

茂
住
、
前
掲
『
洋
語
教
授
法
史
研
究
』。

（
12
）　

こ
れ
ら
の
う
ち
本
稿
で
考
察
す
る
『
讀
書
準
縄
』、
備
中
井
原
の
郷
学
興
譲
館
の

「
興
譲
館
詩
文
会
規
約
」
を
除
い
て
は
、
長
澤
規
矩
也
編
『
江
戸
時
代
支
那
学
入
門
書

解
題
集
成
』
全
四
巻
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
五
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
13
）　

本
稿
で
利
用
す
る
こ
の
「
慶
應
本
」
は
、
タ
テ
二
七
・
五
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
一
七
・

七
セ
ン
チ
の
和
綴
本
。
外
題
に
「
讀
書
準
縄
」
と
あ
り
、
直
後
に
「
讀
論
語
孟
子
法
」

（
二
丁
分
）
が
あ
る
。
こ
の
あ
と
内
題
に
「
讀
書
準
縄　

上
毛
伊
勢
崎
藩
田
中
知
周
述　

崇
禮
田
中
先
生
述　

門
人
宮
崎
有
成
梓
行
」
と
付
さ
れ
、
本
文
が
続
く
。
本
稿
に
掲
げ

る
丁
数
は
こ
の
版
の
も
の
で
あ
る
。

　
　

尚
、『
讀
書
準
縄
』
の
存
在
に
つ
い
て
筆
者
は
以
前
か
ら
把
握
し
て
い
た
が
、
こ
の

書
の
詳
察
は
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
に
訪
問
教
授
と
し
て
在
籍
し
、
同
書
の
所
蔵
場

所
で
あ
る
旧
館
地
下
書
庫
へ
の
立
入
り
も
含
め
た
自
由
な
閲
覧
環
境
を
得
る
に
至
っ
て

は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
同
大
学
経
済
学
部
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
14
）　

石
川
、
前
掲
『
近
世
教
育
に
お
け
る
近
代
化
的
傾
向
』。

（
15
）　

武
田
、
前
掲
『
近
世
日
本
学
習
方
法
の
研
究
』、
一
五
八
頁
。

（
16
）　

本
稿
で
は
長
澤
、
前
掲
『
江
戸
時
代
支
那
学
入
門
書
解
題
集
成
』
第
三
集
所
収
の

五
車
楼
（
京
都
）
版
の
刊
本
（
天
明
三
年
〈
一
七
八
三
〉）
を
利
用
。

（
17
）　
『
倭
讀
要
領
』（
一
七
二
八
年
）
に
つ
い
て
は
著
者
蔵
の
嵩
山
房
刊
本
に
、
戸
川
芳

郎
校
訂
・
解
説
『
漢
語
文
典
叢
書
』（
吉
川
幸
次
郎
ほ
か
編
）
第
三
巻
（
汲
古
書
院
、

一
九
七
九
年
）
所
収
の
も
の
を
校
合
の
上
利
用
。

（
18
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
と
く
に
白
石
眞
子
「
太
宰
春
臺
の
思
想
に
お
け
る
詩
文
論
の

意
義
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
六
十
集
〈
二
○
○
八
年
〉）、
同
「
徂
徠
學
『
文
論
』

に
於
け
る
韓
愈
・
柳
宗
元
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
五
十
一
集
〈
一
九
九
九
年
〉）、

拙
稿
「
太
宰
春
臺
に
お
け
る
古
文
の
「
體
」「
法
」
重
視
─
─
古
文
辞
「
習
熟
」
論
に

鑑
み
て
」（『
一
八
世
紀
日
本
の
文
化
状
況
と
国
際
環
境
』〈
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
共
同
研
究
報
告
書
九
五
〉
思
文
閣
出
版
、
二
○
一
一
年
所
収
）
を
参
照
願
い
た

い
。

（
19
）　

前
述
の
ご
と
く
読
み
方
の
「
形
式
」、
議
論
の
「
仕
方
」、
共
有
さ
れ
る
べ
き
知
的

習
慣
と
そ
の
集
合
的
意
味
な
ど
は
無
論
、
リ
ン
ガ
ー
、
前
掲
『
知
の
歴
史
社
会
学
』
の

提
唱
す
る
視
点
で
あ
る
。

（
20
）　

シ
ャ
ル
チ
ェ
、
前
掲
『
読
書
の
文
化
史
』。

（
21
）　

蕃
書
調
所
で
の
英
語
教
育
の
様
相
に
つ
い
て
は
茂
住
「
蕃
書
調
所
に
お
け
る
英
語

教
育
」（『
英
学
史
研
究
』〈
第
十
六
号
、
一
九
八
三
年
〉）、
開
成
所
の
そ
れ
に
つ
い
て

は
同
、
前
掲
『
洋
語
教
授
法
史
研
究
』
附
録
Ⅱ
に
詳
し
い
。

（
22
）　

茂
住
、
前
掲
「
蕃
書
調
所
に
お
け
る
英
語
教
育
」、
一
一
○
頁
。

（
23
）　

茂
住
、
前
掲
『
洋
語
教
授
法
史
研
究
』。

（
24
）　

茂
住
に
つ
い
て
は
右
に
挙
げ
た
著
作
・
論
文
、
森
岡
に
つ
い
て
は
と
く
に
『
欧
文

訓
読
の
研
究
：
欧
文
脈
の
形
成
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
九
年
）、
同
編
著
『
近
代
語
の

成
立
（
語
彙
編
）』（
明
治
書
院
、
一
九
九
一
年
。
と
く
に
第
四
─
七
章
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
25
）　

入
交
好
脩
編
、
平
沼
淑
郎
『
近
世
寺
院
門
前
町
の
研
究
』（
早
稲
田
大
学
出
版

部
、
一
九
五
七
年
）
に
附
録
と
し
て
所
収
。
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（
26
）　

田
所
美
治
編
纂
、
菊
池
大
麓
『
九
十
九
集
』（
大
日
本
図
書
、
一
九
○
三
年
）。

（
27
）　

石
河
幹
明
『
福
澤
諭
吉
伝
』
一
─
四
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
二
年
）
の
と
く
に

第
一
巻
の
新
銭
座
時
代
、
三
田
移
転
当
初
に
つ
い
て
の
記
述
に
、
慶
應
義
塾
で
の
学
習

課
程
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

（
28
）　

平
沼
、
前
掲
『
近
世
寺
院
門
前
町
の
研
究
』
附
録
、
二
八
三
─
四
頁
。

（
29
）　

同
、
二
八
四
頁
。

（
30
）　

同
。

（
31
）　

石
河
、
前
掲
『
福
澤
諭
吉
伝
』
第
一
巻
、
第
十
五
編
「
新
銭
座
時
代
」
第
五
「
新

銭
座
時
代
の
塾
」
に
引
用
。
ま
た
、『
福
澤
諭
吉
伝
』
第
一
巻
、
第
十
八
編
「
塾
を
三

田
に
移
す
」
第
四
「
義
塾
当
時
の
教
職
員
」
は
、
初
期
慶
應
義
塾
に
お
け
る
「
会
読
」

の
規
則
に
つ
い
て
論
じ
る
。

（
32
）　

平
沼
、
前
掲
『
近
世
寺
院
門
前
町
の
研
究
』
附
録
、
二
九
五
頁
。

（
33
）　

文
部
省
編
『
日
本
教
育
史
資
料
』
第
一
分
冊
所
収
「
舊
津
山
藩
學
校
」。

（
34
）　

と
く
に
松
代
藩
学
に
関
し
て
は
稲
垣
忠
彦
「
藩
校
に
お
け
る
学
習
内
容
・
方
法
の

展
開
」（『
帝
京
大
学
文
学
部
紀
要　

教
育
学
』
二
七
号
〈
二
○
○
二
年
〉）
が
、
学
校

の
規
模
、
教
科
科
目
に
つ
い
て
の
考
察
を
中
心
に
包
括
的
に
描
く
。
さ
ら
に
、
北
海

『
授
業
編
』（
一
七
八
三
年
）
と
一
斎
（
述
斎
）『
初
学
課
業
次
第
』（
一
八
三
二
年
）
と

の
比
較
考
察
を
行
い
、
五
十
年
後
刊
行
の
後
者
に
は
会
読
規
定
の
拡
充
・
明
確
化
な
ど

も
含
め
教
育
さ
れ
る
側
の
よ
り
強
い
主
体
性
を
求
め
る
規
定
が
あ
る
と
す
る
。
た
だ
、

『
初
学
課
業
次
第
』
の
主
眼
は
必
読
文
献
の
列
挙
と
そ
の
階
梯
を
示
す
こ
と
に
あ
り
、

『
授
業
編
』
と
は
そ
も
そ
も
意
図
の
異
な
る
書
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、「
読
み
方
」
に
つ

い
て
、
た
と
え
ば
会
読
に
つ
い
て
「
左
伝
既
ニ
春
秋
ノ
條
ニ
著
ス
レ
ド
モ
、
専
ラ
会
読

ニ
ス
ヘ
キ
書
ナ
リ
」（
七
オ
）
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、『
初
学
課
業
次
第
』
は
各
々
の
書

物
の
特
性
に
最
も
適
し
た
読
み
方
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
会
読
と
い
う
手
法
も
そ

の
書
物
の
特
性
に
鑑
み
適
宜
指
南
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
初
学
課
業
次
第
』
は
『
讀

書
準
縄
』
の
よ
う
な
事
細
か
な
学
習
指
導
書
で
は
な
い
。

（
35
）　

前
田
、
前
掲
『
江
戸
後
期
の
思
想
空
間
』、
と
く
に
第
一
編
第
一
章
、
第
二
章
に

多
く
の
事
例
を
挙
げ
る
。

（
36
）　

山
下
敏
鎌
編
著
『
興
譲
館
百
二
十
五
年
史
』（
学
校
法
人
興
譲
館
内
「
興
譲
館
百

二
十
五
年
史
」
記
念
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
）
所
収
。「
家
塾
生
ニ
示
ス
心
得
書
」
は

二
六
─
三
一
頁
、「
興
譲
館
詩
文
会
規
約
」
は
六
四
─
七
頁
に
所
収
。

（
37
）　

同
右
、
六
四
─
五
頁
。

（
38
）　

但
し
『
讀
書
準
縄
』
の
以
下
の
よ
う
な
〝
心
身
一
体
的
〟
習
熟
の
提
唱
は
、
崎
門

に
お
い
て
の
み
特
徴
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
曰
く
、「
巳
（
マ
マ
）ノ

私
舍
ニ
返
リ
テ
復
読
ス

ル
ト
キ
ハ
、
先
ツ
巳

（
マ
マ
）ノ
行
儀
ヲ
検
束
シ
、
脊
骨
ヲ
真
ツ
ス
グ
ニ
立
、
肩
ヲ
開
キ
小
腹
ヲ

張
リ
、
屹
然
ト
シ
テ
端
坐
シ
、
手
足
迄
モ
少
シ
モ
欹
側
ス
ヘ
カ
ラ
ス
（
中
略
）
扨
、
心

ノ
タ
モ
チ
方
ハ
、
机
ニ
向
ン
ト
ス
ル
前
ニ
、
巳

（
マ
マ
）ノ

心
ノ
妄
動
ヲ
鎮
メ
静
ニ
シ

0

0

0

0

0

0

0

0

、
氣
ヲ
胆

0

0

0

下
ヘ
収
メ

0

0

0

0

我
心
ヘ
一
鞭
ア
テ
ヽ
鞭
策
激
昂
シ
、
精
神
ヲ
興
起
シ
、
志
ヲ
立
ツ
ヘ
シ
。
玉

水
先
生
嘗
テ
学
徒
ヲ
警
ム
、
書
ニ
向
ハ
ヽ
先
ツ
巳

（
マ
マ
）レ

ノ
志
ヲ
奮
発
奥
起
シ
テ
、
其
書
ノ

紙
ノ
裏
迄
吾
精
神
ノ
通
リ
ヌ
ケ
テ
穴
ノ
ア
ク
ホ
ト
ニ
見
ツ
メ
テ
読
ム
ベ
シ
ト
」（
二
ウ

～
三
オ
）。
こ
の
前
段
に
て
は
、「
一
字
モ
略
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」、「
一
字
々
々
、
一

句
々
々
」、「
シ
ッ
カ
リ
ト
読
切
ル
」（
二
ウ
）
と
い
っ
た
指
導
が
な
さ
れ
、
こ
れ
は
、

「
下
見
」
の
項
で
引
い
た
「
先
ツ
一
字
云
云
ノ
文
義
ヲ
明
ラ
メ
、
能
語
勢
ヲ
看
テ
一
字

一
句
ノ
軽
重
ヲ
認
得
テ
、
某
ノ
句
ハ
某
ノ
句
ヨ
リ
生
シ
、
某
ノ
字
ハ
某
ノ
字
ト
照
應
ス

ル
ヲ
看
」
る
べ
き
（
四
ウ
）
と
の
指
南
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
の
よ

う
な
、
読
書
時
の
姿
勢
、
身
体
で
注
力
す
る
部
位
、
発
声
の
要
諦
と
い
っ
た
、
心
法
あ
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る
い
は
心
身
一
体
的
鍛
錬
を
地
で
ゆ
く
ご
と
く
の
指
南
は
、
崎
門
に
特
徴
的
な
も
の
と

い
え
よ
う
。

　
　

さ
ら
に
『
讀
書
準
縄
』
の
後
半
部
で
は
、
崎
門
派
の
真
面
目
が
十
全
に
語
ら
れ
る
村

士
玉
水
の
「
七
則
」
が
掲
げ
ら
れ
る
。
第
三
則
「
功
用
發
越
」
で
は
、「
功
ハ
功
効
ニ

シ
テ
、
用
ハ
躰
ニ
対
シ
テ
云
働
ノ
コ
ト

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ニ
シ
テ
、
其
章
ニ
付
テ
聖
賢
ノ
功
用
ノ
盛
大
高

明
ナ
ル
所
ヲ
十
分
尽
頭
ニ
究
メ
説
出
ス
ベ
キ
」
と
説
か
れ
、「
聖
人
ノ
御
心
ニ
具
リ
タ

ル
渾
然
タ
ル
一
理
ヘ
帰
着

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ス
ル
ニ
シ
テ
統
躰
ノ
太
極

0

0

0

0

0

」、「
天
地
ノ
大
徳
ヲ
生
ジ
テ
其
物

ヲ
生
ズ
ル
天
地
ノ
心
ヲ
全
ク
受
テ
、
人
ノ
心
ト
ス
ル
」
こ
と
、「
御
心
ノ
一
理
渾
然
ガ

0

0

0

0

0

生
々
シ
テ
燦
然
ト
□
應
曲
當

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
し
、「
其
御
心
全
躰
カ
滋
味
親
切
ニ
絞
レ
ハ
、
汁
ノ
タ

ル
ヽ
様
ニ
ジ
ミ
〃
〃
ト
シ
テ
ニ
ツ
ト
リ
ト
潤
ヒ
渡
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
愛
之
理

0

0

0

、
心0

之
徳

0

0

」
云
々
と
説
か
れ
る
。
続
く
「
研
精
顕
妙
」
で
は
、
そ
の
営
み
が
「
致
知
格
物
」

と
一
体
的
に
説
か
れ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
崎
門
朱
子
学
に
特
徴
的
な
も
の
で
あ
ろ

う
。
唯
一
第
七
則
「
明
證
事
實
」
で
は
、「
凡
異
同
ヲ
弁
ズ
ル
ハ
、
事
実
ヲ
挙
テ
證
據

ト
ス
ル
ヲ
要
ト
ス
。
然
ラ
ザ
レ
ハ
、
其
論
公
共
ニ
非
ス
、
或
ハ
私
意
ニ
陥
ン
ヲ
恐
ル
。

事
実
ヲ
以
證
據
ト
ス
レ
バ
、
獨
リ
異
同
ノ
ミ
ニ
非
ス
其
章
全
躰
ノ
論
定
リ
、
規
模
立
チ

テ
ク
ル
」
と
、「
公
共
」「
私
意
」
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
「
實
事
求

是
」
の
学
を
彷
彿
さ
せ
る
実
証
性
の
高
さ
に
つ
い
て
の
賞
揚
を
も
っ
て
終
わ
る
。

（
39
）　

平
沼
、
前
掲
『
近
世
寺
院
門
前
町
の
研
究
』
附
録
、
二
九
一
頁
。

（
40
）　

内
村
鑑
三
も
、
変
則
の
学
習
法
は
「
不
調
不
諧
の
言
語
」
を
学
ば
せ
し
め
る
も
の

で
、「
楽
み
得
べ
き
所
以
な
」
く
、
よ
っ
て
人
々
を
し
て
英
語
を
「
殆
ど
全
く
之
を
忘

却
」
せ
し
む
る
、
不
適
切
な
学
習
法
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
に
依
っ
て
い
た

「
旧
時
の
慶
応
義
塾
的
訳
読
法
」
も
こ
の
理
由
を
も
っ
て
批
判
す
る
。
内
村
「
外
国
語

の
研
究
」「
外
国
語
研
究
の
方
法
」（『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九

八
〇
年
所
収
、
三
四
六
頁
）。

（
41
）　

西
周
「
学
問
ハ
淵
源
ヲ
深
ク
ス
ル
ニ
在
ル
ノ
論
」（『
学
芸
志
林
』
二
冊
〈
一
八
七

七
年
〉
所
収
。
日
本
近
代
思
想
大
系
十
『
学
問
と
知
識
人
』〈
岩
波
書
店
、
一
九
八
八

年
〉、
二
九
─
三
○
頁
）。

（
42
）　

菊
池
大
麓
、
前
掲
『
九
十
九
集
』「
帝
國
教
育
會
に
於
け
る
演
説
」（
一
九
〇
四
年

十
二
月
八
日
）。


